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２
０
１
７
年
度
予
算
案
を
審
議
す
る
２
月
市
会
が
終

わ
り
ま
し
た
。

　
今
市
会
で
、
党
議
員
が
「﹃
市
財
政
が
厳
し
い
﹄
と

い
う
の
で
あ
れ
ば
、
リ
ニ
ア
・
北
陸
新
幹
線
誘
致
や
堀

川
地
下
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
計
画
な
ど
の
大
型
公
共
事

業
計
画
は
や
め
る
べ
き
」
と
質
し
た
の
に
対
し
、
門
川

市
長
は
「
未
来
の
京
都
の
発
展
に
つ
な
げ
る
た
め
の
先

行
投
資
」
と
答
え
ま
し
た
。

　「
こ
れ
ら
の
事
業
が
何
故
、
京
都
の
未
来
の
発
展
に

つ
な
が
る
の
か
」「
北
陸
新
幹
線
の
市
民
負
担
の
規
模
、

在
来
線
へ
の
影
響
、
環
境
問
題
な
ど
何
も
明
ら
か
に
さ

れ
な
い
ま
ま
の
誘
致
」
な
ど
の
疑
問
は
置
き
去
り
に
さ

れ
た
ま
ま
、「
未
来
の
発
展
へ
の
先
行
投
資
」
の
一
言

で
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
「
京み

や
こ

プ
ラ
ン
」
実
施
計
画
で
は
、「
５
年
間
の

積
み
上
げ
で
６
０
０
億
円
も
の
社
会
福
祉
関
連
経
費
等

の
削
減
」
を
宣
言
。
ま
た
、
個
人
情
報
満
載
の
窓
口
業

務
な
ど
「
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
民
間
委
託
」
を
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
も
、

「
未
来
に
責
任
あ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。

　「
未
来
」
と
い
う
言
葉
を
使
い
分
け
、
未
来
に
大
き

な
負
担
と
不
安
を
も
た
ら
す
大
型
事
業
と
市
民
サ
ー
ビ

ス
切
り
捨
て
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
党
市
会
議
員
団
は
、

「﹃
未
来
へ
の
投
資
﹄
は
、
市
民
の
く
ら
し
・
子
ど
も
若

者
の
た
め
に
」皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
ま
す
。

「未来への投資」は、
市民のくらし・子ども若者のために

2 月議会閉会後、共謀罪　
反対緊急宣伝（ 3月24日）▶

▼ 市政報告懇談会を開催（ 2月24日）
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党
議
員
は
、
北
陸
新
幹
線
、
堀
川
地
下
バ

イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
計
画
（
堀
川
五
条
か
ら
油

小
路
十
条
）
な
ど
ム
ダ
な
大
型
公
共
事
業
の

撤
回
を
求
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
市
長
は

「
未
来
の
発
展
の
た
め
の
先
行
投
資
」
と
し

て
、
計
画
を
進
め
る
と
答
弁
。

　
さ
ら
に
、
党
議
員
は
美
術
館
、
中
央
卸
売

市
場
第
一
市
場
、
京
都
芸
大
移
転
、
京
都
市

役
所
庁
舎
な
ど
１
０
０
億
円
を
超
え
る
大
型

整
備
事
業
は
身
の
丈
に
合
っ
た
事
業
に
見
直

す
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。

　
京
都
駅
周
辺
は
、「
都
市
再
生
緊
急
整
備

地
域
」
指
定
で
規
制
緩
和
が
進
め
ら
れ
、
京

　
党
議
員
は
木
造
住
宅
密
集
地
で
の
消
防
力

を
弱
め
る
上
京
消
防
署
大
宮
出
張
所
廃
止
、

左
京
区
北
泉
通
の
拡
幅
と
架
橋
の
強
行
、
市

立
保
育
所
（
崇
仁
・
山
ノ
本
）
の
民
間
移
管
、

大
宮
交
通
公
園
（
市
内
唯
一
の
交
通
公
園
）

へ
の
北
消
防
署
の
移
転
計
画
等
々
、
市
民
か

ら
の
批
判
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
計
画
は
ス
ト

ッ
プ
を
と
強
く
求
め
ま
し
た
。

　
党
議
員
が
求
め
た
「
子
ど
も
の
医
療
費
無

料
化
拡
充
」「
温
か
い
全
員
制
の
中
学
校
給

食
実
現
」「
公
契
約
条
例
に
賃
金
条
項
を
」

「
高
す
ぎ
る
国
保
料
引
き
下
げ
を
」「
市
独
自

に
給
付
制
奨
学
金
制
度
を
」
等
の
要
求
を
京

都
市
は
拒
否
。

　
待
機
児
童
に
つ
い
て
も
「
今
年
３
月
で
も

保
育
所
入
所
で
き
な
か
っ
た
親
子
が
多
数
い

る
。『
３
年
連
続
ゼ
ロ
』
は
ご
ま
か
し
」
と

の
指
摘
に
対
し
、「
大
都
市
で
最
も
保
育
所

に
入
り
や
す
い
都
市
」
と
居
直
り
ま
し
た
。

　
敬
老
乗
車
証
の
改
悪
に
つ
い
て
、
世
論
と

運
動
に
押
さ
れ
、
今
年
は
現
行
の
ま
ま
に
。

「
乗
る
た
び
に
1
0
0
円
負
担
」
と
い
う
改

悪
方
針
の
撤
回
を
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
バ
ス
の
「
一
日
乗
車
券
」（
５

０
０
円
）
の
値
上
げ
方
針
を
表
明
、
党
議
員

団
は
、
撤
回
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

　
京
都
市
は
、
外
国
人
観
光
客
の
過
大
な
誘

致
目
標
を
前
提
に
「
宿
泊
施
設
拡
充
・
誘
致

方
針
」
で
宿
泊
施
設
が
新
た
に
１
万
室
必
要

と
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
ホ
テ
ル
建
設
ラ

ッ
シ
ュ
、
違
法
民
泊
が
激
増
し
、
住
環
境
を

脅
か
す
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
党
議
員
は
、「
こ
の
状
況
は
『
住
ん
で
よ

し
、
訪
れ
て
よ
し
』
の
観
光
理
念
に
反
す
る

も
の
」
と
厳
し
く
批
判
、「
方
針
」
の
撤
回

を
求
め
ま
し
た
。

「
住
ん
で
よ
し
、訪
れ
て
よ
し
」の
ま
ち
づ
く
り
を

市
民
の
声
を
聞
き
、命･

く
ら
し
優
先
の
市
政
を

大企業の儲けのた めのまちづくり、
市民サービス切り 捨て・民営化推進

美
術
館
の
名
前
を

勝
手
に
企
業
に
売
ら
な
い
で

住
民
合
意
の
な
い ﹁
計
画
﹂
は

ス
ト
ッ
プ
を

市
民
の
切
実
な
願
い
に

背
を
向
け
る
新
年
度
予
算

﹁
京み

や
こ

プ
ラ
ン
﹂
で
サ
ー
ビ
ス

切
り
捨
て
、
民
間
移
管

大
企
業
の
儲
け
の
た
め
の

規
制
緩
和
は
や
め
よ

ム
ダ
な
大
型
事
業
は
撤
回
を
。

整
備
事
業
は
身
の
丈
に
合
っ
た
も
の
に

民
泊
・
ホ
テ
ル
建
設
ラ
ッ
シ
ュ

市
民
の
く
ら
し
・
京
都
の
景
観
守
れ

　
京
都
市
が
、
市
民
の
反
対
を
押
し
切
っ
て

京
都
市
美
術
館
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
契
約

を
５０
年
・
５０
億
円
で
結
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
、

都
駅
西
部
エ
リ
ア
に
は
賑
わ
い
ゾ
ー
ン
や
商

業
施
設
・
ホ
テ
ル
建
設
を
計
画
。
党
議
員
は
、

大
企
業
が
都
市
計
画
を
自
由
に
提
案
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
は
、
住
環
境
や
周
辺
商
店
と
の

調
和
、
京
都
の
景
観
を
壊
す
こ
と
に
な
る
、

と
厳
し
く
指
摘
し
ま
し
た
。

党
議
員
は
「
市
民
の
財
産
を
勝
手
に
売
却
す

べ
き
で
は
な
い
」「
情
報
発
信
な
ど
、
京
セ

ラ
へ
の
特
別
扱
い
で
は
な
い
か
」
と
質
し
ま

し
た
。
副
市
長
は
「
問
題
な
い
」「
多
く
の

市
民
か
ら
賛
同
の
声
を
い
た
だ
い
た
」
と
居

直
り
ま
し
た
。

　
党
議
員
は
、
４
月
ス
タ
ー
ト
の
「
子
ど
も

若
者
は
ぐ
く
み
局
」
に
つ
い
て
、「
保
健
セ

ン
タ
ー
の
医
療
衛
生
部
門
が
本
庁
に
集
約
化

さ
れ
る
こ
と
で
違
法
『
民
泊
』
対
策
や
保
健

衛
生
機
能
が
弱
ま
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
後

退
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
」
と
指
摘
し
撤
回

を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
崇
仁
保
育
所
な
ど

公
立
保
育
所
の
民
間
移
管
、
D
V
対
策
事
業

の
民
間
委
託
で
の
人
件
費
削
減
を
打
ち
出
し

て
い
る
こ
と
、
今
後
「
個
人
情
報
満
載
の
区

役
所
の
窓
口
業
務
の
民
間
委
託
」
を
検
討
し

て
い
る
こ
と
を
批
判
、「
自
治
体
の
公
的
役

割
発
揮
」
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

京都市美術館前でのネーミングライツに反対する宣伝（ 1月13日）

日本共産党
京都市会議員団

ストップ
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井坂 博文 議員

井坂博文議員は、2月28日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質問を行いました。

「
京み

や
こ

プ
ラ
ン
」
は
公
的
責
任
を
放
棄
す
る
宣
言
。

新
た
な「
京
都
壊
し
」、「
儲も

う

け
」
優
先
は
や
め
よ

2
0
1
7
年
度
予
算
案
、
市
長
の

無
責
任
な
政
治
姿
勢
を
示
す
も
の

　
井
坂
議
員
は
2
0
1
7
年
度
予
算
案
に
つ
い

て
、
自
ら
作
り
出
し
た
財
源
不
足
を
口
実
に
、

市
民
に
「
財
政
構
造
改
革
」
を
押
し
つ
け
る
も

の
だ
と
批
判
し
、
そ
の
背
景
に
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
行
き
詰
ま
り
と
破
た
ん
が
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
新
た
な
「
京
都
壊
し
」

に
つ
い
て
、
市
の
景
観
政
策
に
自
ら
穴
を
あ
け
、

ま
ち
づ
く
り
の
理
念
さ
え
投
げ
捨
て
、
自
治
体

が
「
儲
け
」
を
追
求
す
る
政
策
と
な
っ
て
い
る

こ
と
の
認
識
を
質
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
、「
京
の
ま
ち
は
美
し
さ
を
増
し
て

い
る
」「
京
都
壊
し
と
の
批
判
は
当
を
得
な
い
」

と
開
き
直
り
ま
し
た
。

民
泊
問
題
の
解
決
を
困
難
に
す
る

民
泊
新
法
と
局
の
再
編
成

　
京
都
市
の
「
宿
泊
施
設
拡
充
・
誘
致
方
針
」

に
つ
い
て
、
新
た
に
ホ
テ
ル
や
民
泊
を
呼
び
込

む
こ
と
が
、
本
当
に
「
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て

よ
し
」
と
な
る
の
か
と
追
及
し
、
一
定
時
期
に

増
大
す
る
観
光
客
へ
の
対
応
は
、
市
内
の
旅
館

や
他
の
自
治
体
と
の
連
携
で
行
う
よ
う
求
め
ま

し
た
。
ま
た
、
民
泊
の
担
当
課
を
一
カ
所
に
集

約
す
る
衛
生
部
門
の
再
編
成
で
は
、
違
法
民
泊

を
取
り
締
ま
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
こ
と
を
指

摘
し
、
体
制
の
拡
充
、
フ
ロ
ン
ト
（
帳
場
）・

従
業
員
の
常
駐
等
を
求
め
ま
し
た
。
国
の
民
泊

新
法
に
つ
い
て
は
、
規
制
緩
和
を
進
め
る
だ
け

で
、
民
泊
の
把
握
、
解
決
に
な
ら
な
い
こ
と
を

厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
、「
宿
泊
施
設
の
拡
充
・
誘
致
で
安

定
雇
用
や
伝
統
産
業
の
振
興
、
市
民
の
豊
か
さ

に
つ
な
げ
る
」
な
ど
と
答
弁
し
ま
し
た
。

「
京
都
市
美
術
館
」 

の
名
を
残
せ

　
２
月
に
「
京
セ
ラ
」
と
契
約
を
締
結
し
た
京

都
市
美
術
館
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
問
題
に
つ

い
て
、
通
称
名
の
売
却
、
優
先
利
用
の
た
め
に
、

市
民
の
財
産
で
あ
る
美
術
館
を
売
り
渡
す
も
の

で
あ
る
と
追
及
。
歴
史
性
や
公
平
性
、
中
立
性

を
損
な
う
と
し
て
市
役
所
等
を
除
く
と
し
た
ネ

ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
要
綱
で
、
な
ぜ
美
術
館
が
対

象
と
な
る
の
か
と
質
し
、
あ
ら
た
め
て
美
術
館

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
撤
回
を
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、
同
制
度
は
「
歴
史
性
や
市
民
の

愛
着
を
大
切
に
し
」、
財
源
確
保
、
市
民
負
担

軽
減
の
た
め
な
ど
と
述
べ
、「
市
庁
舎
等
は
文

化
施
設
等
と
は
性
格
が
異
な
る
。
公
平
性
や
中

立
性
を
損
な
う
こ
と
は
断
じ
て
な
い
」
な
ど
と
、

説
得
力
に
欠
け
る
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

大
宮
交
通
公
園
は
現
状
を
残
せ

　
大
宮
交
通
公
園
へ
北
消

防
署
が
移
転
さ
れ
る
問
題

に
つ
い
て
、
住
民
ア
ン
ケ

ー
ト
で
74
％
が
反
対
を
示

し
た
こ
と
を
、「
ど
う
受

け
止
め
る
の
か
」
と
質
問
。

老
朽
化
し
た
北
消
防
署
の

整
備
の
必
要
性
は
認
め
つ

つ
、
移
転
先
に
つ
い
て
は

再
検
討
を
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、「
公
園
と
一
体
と
な
っ
た
消
防

署
整
備
を
目
指
す
」
と
、
市
民
の
声
を
聞
き
入

れ
な
い
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

北
陸
新
幹
線
、
堀
川
地
下
ト
ン
ネ
ル

ム
ダ
な
大
型
事
業
計
画
は
撤
回
を

　
北
陸
新
幹
線
小
浜
～
京
都
駅
ル
ー
ト
計
画
や

十
条
油
小
路
～
堀
川
五
条
間
の
地
下
バ
イ
パ
ス

ト
ン
ネ
ル
建
設
に
つ
い
て
は
、
ム
ダ
な
大
型
公

共
事
業
計
画
で
あ
り
、
撤
回
す
べ
き
と
迫
り
ま

し
た
。

　
市
長
は
、「
厳
し
い
財
政
状
況
の
下
で
も
、

未
来
の
京
都
の
発
展
へ
の
先
行
投
資
は
し
っ
か

り
と
進
め
る
」
と
強
弁
し
ま
し
た
。

原
発
再
稼
働
の
容
認
を
や
め
よ

原
子
力
災
害
対
策
の
姿
勢
を
質
す

　
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
の
事
故
と
関
電
高

浜
原
発
で
の
重
大
な
大
型
ク
レ
ー
ン
倒
壊
事
故

の
事
態
か
ら
、
再
稼
働
反
対
の
立
場
を
表
明
す

る
こ
と
を
求
め
、
ま
た
、
自
主
避
難
者
の
住
宅

無
償
提
供
制
度
に
つ
い
て
、
継
続
を
国
と
東
電

に
求
め
、
市
と
し
て
無
償
提
供
を
継
続
す
る
よ

う
強
く
求
め
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
視
察
し
た
兵
庫
県
篠
山
市
の
原
子

力
災
害
対
策
に
つ
い
て
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
事

前
配
布
、
原
子
力
防
災
学
習
会
な
ど
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
、
住
民
の
命
と
安
全
を
守
る
市
の

姿
勢
を
質
し
ま
し
た
。

　
危
機
管
理
監
は
、「
や
む
を
得
ず
原
発
を
再

稼
働
す
る
場
合
に
は
」
と
、
再
稼
働
を
容
認
す

る
答
弁
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」 

の

取
り
組
み
を

　
市
長
も
署
名
し
た
同
署
名
に
つ
い
て
、
国
連

で
も
決
議
さ
れ
て
お
り
、
市
と
し
て
署
名
を
呼

び
か
け
る
取
り
組
み
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

国
に
違
憲
の
共
謀
罪
法
案
の

撤
回
を
求
め
よ

　
安
倍
首
相
が
「
憲
法
改
正
が
必
要
」
だ
と
し
、

共
謀
罪
法
案
を
提
案
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
憲
法
と
地
方
自
治
法
の
堅
持
に
対
す
る
市

長
の
決
意
を
問
い
、「
共
謀
罪
法
案
が
違
憲
立

法
と
い
う
認
識
が
あ
る
の
か
」
と
た
だ
し
、
法

案
提
出
を
断
念
す
る
よ
う
国
に
声
を
上
げ
る
こ

と
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、
憲
法
三
原
則
は
基
本
だ
と
し
た

も
の
の
、
共
謀
罪
法
案
に
つ
い
て
は
、「
国
で

議
論
さ
れ
る
も
の
」
と
の
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。
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市
民
サ
ー
ビ
ス
後
退
の
局
再
編
・
集
約
化
は
撤
回
せ
よ

介
護
・
国
保
な
ど
社
会
保
障
の
後
退
を
許
す
な

くらた 共子 議員

くらた共子議員は、2月28日に開かれた本会議
で、日本共産党を代表して質問を行いました。

保
健
セ
ン
タ
ー
衛
生
課
の

集
約
化
は
撤
回
せ
よ

　
く
ら
た
議
員
は
、「
子
ど
も
若
者
は
ぐ
く
み

局
」
の
設
置
・
局
再
編
に
よ
る
各
区
保
健
セ
ン

タ
ー
衛
生
部
門
の
市
内
１
カ
所
へ
の
集
約
化
は
、

違
法
民
泊
の
対
応
や
、
感
染
症
な
ど
健
康
危
機

管
理
業
務
機
能
の
明
ら
か
な
後
退
で
あ
る
と
指

摘
、
集
約
化
方
針
の
撤
回
を
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
「
市
内
１
カ
所
に
集
約
化
し
、
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
迅
速
か
つ
的
確
に

対
応
。
民
泊
対
策
も
強
力
な
チ
ー
ム
を
編
成
し
、

重
点
的
な
指
導
や
摘
発
が
可
能
と
な
る
。
機
能

の
後
退
で
は
な
い
」
と
開
き
直
り
ま
し
た
。

　
く
ら
た
議
員
は
、
風
疹
抗
体
検
査
や
青
年
期

健
診
な
ど
の
民
間
移
管
方
針
を
厳
し
く
批
判
、

直
営
で
の
事
業
の
存
続
、
充
実
を
求
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
子
ど
も
の
権
利
や
発
達
を
保
障
す
る

「
子
ど
も
の
権
利
条
例
（
仮
称
）」
の
制
定
を
求

め
ま
し
た
。

中
小
企
業
支
援
で
、

京
都
経
済
、
地
域
の
活
性
化
を

　
く
ら
た
議
員
は
、
中
小
企
業
の
共
通
し
た
悩

み
で
あ
る
人
材
確
保
の
問
題
に
つ
い
て
、
学
生

ら
の
大
企
業
志
向
に
対
し
、
大
学
等
と
連
携
し

て
京
都
の
中
小
企
業
の
魅
力
の
発
信
や
学
校
教

育
の
場
で
の
取
組
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

　
市
長
は
、「
中
小
企
業
は
地
域
を
支
え
る
京
都

の
宝
」
と
答
弁
、
具
体
的
取
組
を
述
べ
ま
し
た
。

　
く
ら
た
議
員
は
、
京
都
中
小
企
業
家
同
友
会

右
京
支
部
と
右
京
区
役
所
が
、
地
域
の
ま
ち
づ

く
り
及
び
地
域
内
循
環
型
経
済
の
推
進
を
目
的

と
す
る
地
域
連
携
協
定
を
締
結
し
た
こ
と
や
、

上
京
区
で
の
「
西
陣
・
ま
ち
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構

想
」
を
基
礎
と
し
て
住
民
と
取
り
組
ん
だ
「
上

京
の
魅
力
発
信
事
業
」
な
ど
を
紹
介
。
地
域
・

行
政
区
単
位
で
中
小
企
業
団
体
と
連
携
し
た
取

組
を
推
進
す
る
た
め
に
、
区
役
所
に
担
当
部
署

を
つ
く
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
全
庁
、
全
行
政
区

を
あ
げ
た
中
小
企
業
支
援
推
進
の
た
め
に
中
小

企
業
振
興
基
本
条
例
の
制
定
を
求
め
ま
し
た
。

公
契
約
基
本
条
例
に
賃
金
条
項
を

　
く
ら
た
議
員
は
、
設
計
労
務
単
価
が
４
年
連

続
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

現
場
の
労
働
者
の
賃
金
は
ほ
と
ん
ど
上
が
っ
て

い
な
い
実
態
を
示
し
、
適
正
賃
金
の
支
払
い
を

担
保
す
る
た
め
に
も
公
契
約
基
本
条
例
に
賃
金

規
定
を
設
け
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
京
都
市
に
は
労
働
者
の
賃
金
実
態
を
把
握
す

る
仕
組
み
も
な
く
、
副
市
長
は
「
適
切
な
水
準

の
賃
金
の
支
払
い
を
事
業
者
に
要
請
す
る
」
と

の
答
弁
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

伝
統
産
業
の
後
継
者
育
成
を

　
く
ら
た
議
員
は
、
西
陣
織
物
の
賃
織
業
者
の

「
工
賃
単
価
は
上
が
っ
て
い
な
い
」「
織
機
補
修

を
担
う
技
術
者
が
高
齢
」
な
ど
の
切
実
な
声
を

紹
介
し
、
後
継
者
育
成
は
特
別
な
対
策
が
必
要

と
質
し
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
「
伝
統
産
業
製
品
の
売
上
増
加
が

最
大
の
後
継
者
育
成
」と
述
べ
、需
要
拡
大
、売

上
増
加
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

中
央
卸
売
市
場
第
一
市
場
の

再
整
備
計
画
は
見
直
し
を

　
く
ら
た
議
員
は
、
青
果
、
水
産
と
も
に
取
扱

量
、
取
扱
金
額
が
年
々
減
少
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
目
標
は
、
Ｖ

字
回
復
の
過
大
な
も
の
と
指
摘
、
そ
の
根
拠
と

見
通
し
を
質
し
ま
し
た
。
目
標
達
成
を
前
提
と

し
た
整
備
費
６
０
０
億
円
は
、
京
都
市
財
政
、

市
民
へ
の
膨
大
な
負
担
と
な
る
こ
と
、
小
規
模

仲
卸
業
者
を
、
統
合
・
廃
業
へ
と
追
い
や
る
計

画
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
事
業
規
模

も
含
め
再
整
備
計
画
の
見
直
し
を
求
め
ま
し
た
。

　
市
長
は
「
６
０
０
億
円
は
巨
額
」「
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
の
目
標
は
大
変
高
い
ハ
ー
ド
ル
」
と

認
め
つ
つ
も
、
具
体
的
な
見
通
し
は
一
切
示
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

介
護･

国
保
な
ど
社
会
保
障
の
後
退
を
許
す
な

　
く
ら
た
議
員
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の

負
担
割
合
の
引
上
げ
、
要
支
援
者
の
保
険
外
し

な
ど
、
国
の
度
重
な
る
介
護
保
険
制
度
の
改
悪

に
対
し
て
、
国
庫
負
担
率
引
き
上
げ
な
ど
、
国

が
介
護
を
保
障
す
る
責
任
を
果
た
す
よ
う
求
め

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
４
月
か
ら
の
新
総
合
事
業

で
、
現
行
の
サ
ー
ビ
ス
基
準
と
介
護
報
酬
の
切

り
下
げ
と
な
ら
な
い
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
理
事
者
は
、
新
総
合
事
業
の
概
要
を
説
明
し

た
だ
け
で
、
現
行
サ
ー
ビ
ス
か
ら
の
後
退
は
な

い
と
は
述
べ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
、
区
役
所
窓
口
に
専
門
職
を
配
置
し
、

希
望
者
が
要
介
護
認
定
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
と
と
も
に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

実
働
体
制
の
強
化
、
拡
充
を
求
め
ま
し
た
。

　
く
ら
た
議
員
は
、
国
保
料
の
高
止
ま
り
、
短

期
証
・
資
格
証
明
書
の
発
行
や
滞
納
を
理
由
と

し
た
資
産
の
差
押
え
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を

批
判
、
払
え
る
国
保
料
へ
の
引
き
下
げ
を
求
め

ま
し
た
。

　
理
事
者
は
「
２
億
円
の
累
積
赤
字
が
あ
り
引

き
下
げ
は
困
難
」「
資
格
証
明
書
等
の
発
行
や

差
押
え
は
、
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め

に
も
当
然
行
う
べ
き
」
と
冷
た
い
答
弁
に
終
始

し
ま
し
た
。

大
宮
消
防
出
張
所
廃
止
反
対
、

消
防
体
制
の
強
化
充
実
を

　
く
ら
た
議
員
は
、
大
火
が
発
生
し
た
新
潟
県

糸
魚
川
市
の
現
地
調
査
を
も
と
に
、
木
造
住
宅

密
集
地
域
で
の
初
期
消
火
機
能
を
高
め
る
こ
と

の
重
要
性
を
指
摘
、
大
宮
消
防
出
張
所
は
廃
止

せ
ず
、
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、
部
隊
編
成
の
見
直
し
で
消
防
体

制
を
強
化
で
き
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　公共工事の予定価格を積算するために用いられる労務単価。
国交省が公共工事に従事する労働者の賃金を職種毎に毎年調査
し、その調査結果を参考にして決定している。この間の引き上
げは、現場の賃金が上昇したからではなく、現場の賃金水準を
上げる必要があるという政策判断によるもの。

設計労務単価
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山本 陽子 議員

山本陽子議員は、2月28日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質問を行いました。

「
子
ど
も
の
貧
困
」 

の
認
識
に
つ
い
て

　『
毎
日
同
じ
服
を
着
て
い
る
』『
親
が
朝
早
く

か
ら
夜
遅
く
ま
で
働
い
て
い
る
』『
料
金
未
納

で
電
話
が
つ
な
が
ら
な
い
。
水
道
修
理
が
で
き

ず
、
公
園
の
ト
イ
レ
を
使
用
。
風
呂
は
３
日
に

１
回
程
度
』。
山
本
議
員
は
、
市
が
行
っ
た
子

ど
も
の
貧
困
に
関
す
る
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ

た
深
刻
な
実
態
に
つ
い
て
、
市
長
の
認
識
を
問

い
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
対
策
計
画
で
は
子
ど

も
の
貧
困
を
解
決
す
る
姿
勢
を
示
す
べ
き
と
強

調
。
一
人
一
人
に
支
援
を
届
か
せ
る
た
め
の
責

任
あ
る
数
値
目
標
を
明
記
す
べ
き
と
主
張
し
ま

し
た
。

　
市
長
は
「
家
庭
の
経
済
状
況
等
に
左
右
さ
れ

る
こ
と
な
く
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を
保
障

し
、
貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
こ
と
は
き
わ
め

て
重
要
な
課
題
」
と
述
べ
、「
継
続
的
に
実
態

把
握
を
行
う
」
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

全
員
制
の
温
か
い
中
学
校
給
食
を

　
山
本
議
員
は
、『
菓
子
パ
ン
だ
け
等
の
偏
っ

た
食
事
』『
唯
一
の
食
事
が
学
校
で
の
給
食
』

『
栄
養
状
態
に
問
題
が
あ
り
、
学
習
や
課
外
活

動
に
体
力
精
神
面
で
支
障
』
等
、
一
刻
も
放
置

で
き
な
い
実
態
が
市
の
調
査
で
浮
か
び
上
が
っ

た
と
主
張
。
給
食
の
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
市

長
の
認
識
を
質
し
ま
し
た
。
ま
た
、
山
科
の
お

母
さ
ん
達
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
示
し
、
保

護
者
の
大
半
の
願
い
で
あ
る
、
温
か
い
全
員
制

の
中
学
校
給
食
の
実
施
を
求
め
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
市
長
公
約
で
あ
る
子
ど
も
の
医
療

医
無
料
化
拡
充
の
具
体
化
を
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、
全
員
給
食
の
実
施
は
多
額
の
予

算
が
必
要
で
あ
り
「
困
難
」
と
、
従
来
の
答
弁

を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

高
校
、
大
学
、
専
門
学
校
の

進
学
支
援
を

　
山
本
議
員
は
、
家
庭
の
困
窮
に
直
面
し
進
学

を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
実
態
を
解
決
す
べ
き

と
指
摘
。
国
保
料
や
市
税
の
滞
納
に
対
す
る
学

資
保
険
の
差
押
え
は
や
め
る
よ
う
追
及
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
高
す
ぎ
る
学
費
が
学
生
を
追
い
詰
め

て
い
る
と
述
べ
、
国
の
奨
学
金
制
度
の
不
十
分

さ
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
市
内
へ
の
就
職
を

条
件
に
奨
学
金
の
返
済
を
補
助
す
る
な
ど
の
支

援
策
を
求
め
ま
し
た
。

　
保
健
福
祉
局
長
は
、
学
資
保
険
は
差
押
え
禁

止
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
公
平
性
の
確
保
の
た
め
、

法
令
等
に
基
づ
い
た
適
正
な
債
権
確
保
を
図
る
。

滞
納
処
分
を
適
切
に
実
施
す
る
」
と
、
冷
た
い

答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

保
育
園
、
学
童
保
育
・
児
童
館
の

充
実
を

　
山
本
議
員
は
、
市
長
が
「
待
機
児
童
ゼ
ロ
」

と
宣
伝
す
る
こ
と
を
批
判
。
い
わ
ゆ
る
待
機
児

童
だ
け
で
な
く
、
幼
稚
園
預
か
り
保
育
や
小
規

模
保
育
の
２
歳
児
等
も
保
育
の
必
要
数
に
含
め

る
べ
き
と
主
張
し
、
実
態
を
反
映
し
た
計
画
の

下
、
認
可
保
育
園
の
増
設
、
市
営
保
育
所
の
維

持
、
増
設
を
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
学
童
保
育
の
詰
め
込
み
が
問
題
に
な

っ
て
い
る
と
指
摘
。
施
設
運
営
基
準
を
向
上
さ

せ
改
善
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
児
童

館
の
自
由
来
館
の
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
と
、
児
童

館
専
任
職
員
を
二
人
に
戻
す
よ
う
主
張
し
ま
し

た
。

　
子
育
て
支
援
政
策
監
は
、「
国
定
義
の
待
機

児
童
ゼ
ロ
を
３
年
連
続
で
達
成
。
大
都
市
の
中

で
最
も
保
育
所
に
入
り
や
す
い
」
と
強
弁
し
、

市
営
保
育
所
の
「
民
間
移
管
を
着
実
に
進
め

る
」
な
ど
と
答
弁
し
ま
し
た
。
ま
た
、
児
童
館

に
つ
い
て
「
支
障
は
な
い
。
円
滑
な
運
営
を
図

っ
て
い
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

敬
老
乗
車
証
を
守
れ

　
山
本
議
員
は
、
敬
老
乗
車
証
の
利
用
状
況
調

査
の
結
果
を
紹
介
。
単
純
平
均
利
用
回
数
が
ひ

と
月
43
・
６
回
、
１
０
０
回
以
上
の
利
用
の
方

も
あ
り
、
応
益
負
担
へ
の
変
更
は
、
乗
り
控
え

を
招
き
、
生
活
や
生
き
が
い
ま
で
も
奪
い
か
ね

な
い
と
、
撤
回
を
求
め
ま
し
た
。

　
保
健
福
祉
局
長
は
、「
さ
ら
な
る
市
税
の
投

入
は
な
ん
と
し
て
も
避
け
る
」「
応
益
負
担
を

撤
回
す
る
考
え
は
な
い
」
と
市
民
の
願
い
に
背

を
向
け
ま
し
た
。

交
通
不
便
地
域
対
策
の
強
化
を

　
山
本
議
員
は
、
市
バ
ス
が
撤
退
し
た
山
科
で

は
、
民
間
バ
ス
が
重
要
な
公
共
交
通
で
あ
る
と

述
べ
、
鏡
山
循
環
バ
ス
の
増
便
や
、
小
金
塚
で

の
バ
ス
路
線
の
開
通
な
ど
、
交
通
不
便
地
域
に

お
け
る
民
間
バ
ス
の
路
線
拡
充
へ
の
支
援
を
強

化
す
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。

　
交
通
政
策
監
は
、
交
通
不
便
地
域
に
つ
い
て
、

「
地
域
や
民
間
バ
ス
事
業
者
が
主
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
を
支
援
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

「
子
ど
も
の
貧
困
」 

解
決
へ
実
効
あ
る
対
策
を

保
育
・
学
童
保
育
の
改
善
、
敬
老
乗
車
証
を
守
れ

　
「
敬
老
乗
車
証
を
守
ろ
う
！
連
絡
会
」
と
、
党
市

会
議
員
団
が
行
っ
た
、敬
老
乗
車
証
「
家
計
簿
」
調
査
。

　

昨
年
10
月
の
１
カ
月
間
、
敬
老
乗
車
証
を
使
っ

て
、
バ
ス
や
地
下
鉄
に
乗
る
た
び
に
「
１
回
」
と
し

て
記
録
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

調
査
に
は
1
0
7
0
人
が
参
加
。
１
カ
月
間
で
10

回
以
上
利
用
が
９
割
、
40
回
以
上
も
半
数
近
く
と
、

高
い
利
用
状
況
で
し
た
。

敬老乗車証 利用は１カ月₄₃.₆回
（単純平均）

0～9回 9.4%

10～19回
16.3%

20～29回
15.6%

30～39回 14.0%

40回～
44.2%

無記入 0.5%
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2017年度 予算 市長総括質疑から
3 月14日

1 日目

　
井
坂
議
員
は
、「
１
０
０
億
円
を
超
え
る
大
型
事
業
を

規
定
方
針
の
よ
う
に
進
め
て
い
い
の
か
」「
身
の
丈
に
合

っ
た
も
の
に
見
直
す
べ
き
」。
さ
ら
に
「
リ
ニ
ア
・
北
陸

新
幹
線
誘
致
、
堀
川
地
下
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
計
画
の

撤
回
」
を
求
め
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
門
川
市
長
は

「
公
共
投
資
は
徹
底
し
て
精
査
し
て
い
る
⋮
事
業
は
き
っ

ち
り
や
る
立
場
で
」
と
あ
く
ま
で
進
め
る
立
場
に
固
執
。

　
玉
本
議
員
は
、
子
ど
も
の
権
利
が
保
障
さ
れ
、
具
体

的
に
子
ど
も
の
施
策
が
進
む
よ
う
、
体
制
強
化
を
求
め

ま
し
た
。

　
そ
の
上
で
、
局
再
編
に
伴
っ
て
衛
生
部
門
を
１
カ
所

に
集
約
す
る
こ
と
は
、
効
率
化
優
先
だ
と
指
摘
。
こ
れ

ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
、
行
政
区
に
お
け
る
公
衆
衛
生

　
河
合
議
員
は
、
保
育
所
職
員
等
の
抜
本
的
な
処
遇
改

善
と
待
機
児
童
対
策
の
強
化
を
訴
え
ま
し
た
。

　
今
回
計
上
さ
れ
た
処
遇
改
善
予
算
で
は
、
大
半
の
職

員
に
は
月
２
％
の
給
与
引
上
げ
で
し
か
な
く
、
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
制
度
は
給
与
格
差
を
生
み
現
場
の
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
を
乱
す
も
の
と
指
摘
、
全
職
員
の
給
与
の
底
上
げ

に
な
る
制
度
が
必
要
と
求
め
ま
し
た
。

　
井
上
議
員
は
、
来
春
か
ら
都
道
府
県
化
と
な
る
国
保

に
つ
い
て
、
保
険
料
を
ど
う
す
る
か
は
市
の
独
自
の
判

断
で
決
め
ら
れ
る
と
述
べ
、「
こ
の
機
会
に
、
高
す
ぎ

る
保
険
料
の
引
き
下
げ
に
踏
み
切
る
べ
き
」
と
求
め
ま

し
た
。
副
市
長
は
、「（
保
険
料
は
）
各
自
治
体
が
決
め

る
も
の
」
と
市
の
判
断
で
あ
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
、

　
井
坂
議
員
は
、「
京み

や
こ
プ
ラ
ン
」
実
施
計
画
で
は
、「
社

会
福
祉
関
連
経
費
な
ど
事
業
見
直
し
で
、
毎
年
4０
億
円
、

５
年
間
の
積
み
上
げ
で
６
０
０
億
円
分
も
の
削
減
」
を

宣
言
。
さ
ら
に
新
年
度
予
算
で
公
営
保
育
所
の
民
間
移

管
や
Ｄ
Ｖ
対
策
事
業
の
民
間
委
託
で
人
件
費
削
減
を
す

す
め
よ
う
と
し
て
お
り
、「
サ
ー
ビ
ス
の
切
り
捨
て
で

は
な
い
か
」
と
指
摘
。
ま
た
、「
個
人
情
報
満
載
の
市

民
窓
口
業
務
の
集
約
化
、
民
間
委
託
を
考
え
て
い
る
」

と
指
摘
。
市
長
は
「『
民
間
に
で
き
る
こ
と
は
民
間
に
』

で
よ
り
効
果
的
な
取
り
組
み
を
し
て
も
ら
う
。
こ
れ
が

ど
う
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
切
り
捨
て
か
」「
民
間
で
や
る

方
が
よ
り
充
実
す
る
」
と
強
弁
し
ま
し
た
。

向
上
の
取
り
組
み
が
後
退
す
る
と
批
判
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
区
役
所
再
編
の
押
し
つ
け
を
や
め
、
職
員
と
と

も
に
検
討
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
玉
本
議
員
は
、
子
ど
も
の
貧
困
問
題
に
つ
い
て
、
非

正
規
雇
用
な
ど
貧
困
の
原
因
に
目
を
向
け
、
解
決
に
向

け
た
具
体
的
施
策
を
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、「
子
ど
も
施
策
を
一
元
化
し
、
市
の
中

心
施
策
と
す
る
と
い
う
大
改
革
」
だ
と
述
べ
な
が
ら
、

貧
困
の
背
景
を
、「
養
育
力
、
文
化
力
、
人
間
関
係
の

希
薄
さ
」
と
矮
小
化
し
、
経
済
的
貧
困
に
狭
め
な
い
も

の
な
ど
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
「
昇
給
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
園
で
考

え
る
こ
と
。
給
与
水
準
は
全
国
平
均
よ
り
１
・
４
倍
高

い
」
と
自
慢
し
ま
し
た
。
河
合
議
員
は
初
任
給
１２
万
円

程
度
、
自
活
さ
え
出
来
ず
他
業
種
と
比
べ
て
も
約
１０
万

円
低
い
と
実
態
を
示
し
、
待
機
児
解
決
・
保
育
士
不
足

解
決
に
本
気
で
取
り
組
む
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
河
合
議
員
は
、
待
機
児
童
対
策
は
認
可
保
育
所
を
増

や
す
こ
と
が
要
と
主
張
。
ま
た
、
市
営
保
育
所
は
廃
止

せ
ず
、
公
営
の
役
割
を
発
揮
せ
よ
と
追
及
し
ま
し
た
。

　
西
京
区
Ａ
コ
ー
プ
閉
店
へ
の
市
の
対
策
を
求
め
ま
し

た
。

「
引
き
下
げ
る
」
と
は
約
束
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
、
井
上
議
員
は
、
市
民
・
事
業
者
の
不
安
が

広
が
っ
て
い
る
介
護
保
険
の
新
総
合
事
業
に
つ
い
て
、

「
国
家
的
詐
欺
」
と
の
元
厚
労
省
老
健
局
長
の
発
言
も

紹
介
し
、「
市
の
判
断
で
介
護
保
険
料
の
軽
減
を
行
う

べ
き
」「
事
業
所
の
大
幅
減
収
の
危
惧
に
ま
と
も
に
対

応
を
」
と
迫
り
ま
し
た
。
副
市
長
は
、「
新
総
合
事
業

は
介
護
保
険
制
度
の
一
環
、
全
国
一
律
の
制
度
」「
サ

ー
ビ
ス
量
が
減
れ
ば
報
酬
が
減
る
」
と
居
直
り
ま
し

た
。

　
西
野
議
員
は
、
昨
年
成
立
し
た
「
部
落
差
別
の
解
消

大
型
事
業
は
身
の
丈
に
合
っ
た

も
の
を
。リ
ニ
ア
・
北
陸
新
幹

線
誘
致
、堀
川
地
下
バ
イ
パ
ス

ト
ン
ネ
ル
計
画
は
撤
回
を

子
ど
も
の
権
利
を

保
障
す
る
施
策
を

保
育
所
・
福
祉
施
設

職
員
の
抜
本
的
な

処
遇
改
善
を
！

本
市
独
自
の
判
断
で
、

国
保
・
介
護
の
保
険
料

引
き
下
げ
を

民
泊
の
指
導
強
化
で
、

市
民
生
活
の
安
全
・

安
心
を

の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
関
し
て
、
差
別
の
固
定
化

に
繋
が
る
部
落
差
別
の
実
態
調
査
は
行
わ
な
い
よ
う
に

求
め
ま
し
た
。

　
西
野
議
員
は
、
京
都
市
内
で
激
増
し
て
い
る
違
法
民

泊
は
、
事
実
上
野
放
し
状
態
で
あ
り
、
そ
の
上
、
国
の

民
泊
新
法
は
規
制
緩
和
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
、
今
以
上

の
厳
し
い
規
制
強
化
を
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
京
町
家
の
一
棟
貸
し
を
含
め
、
許
可
を
受
け

た
民
泊
で
も
、
旅
館
業
法
に
基
づ
き
帳
場
の
設
置
と
人

員
配
置
、
周
辺
へ
の
迷
惑
行
為
の
禁
止
等
を
守
ら
せ
る

た
め
、
調
査
と
許
可
取
り
消
し
も
含
め
た
指
導
を
求
め

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
規
制
地
域
で
あ
る
住
居
専
用
地
域

や
市
街
化
調
整
区
域
に
ま
で
規
制
緩
和
で
宿
泊
施
設
を

認
め
る
「
宿
泊
施
設
誘
致
・
拡
充
方
針
」
は
撤
回
す
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。

井坂 博文
議員

西野さち子
議員

井上けんじ
議員

玉本なるみ
議員

河合ようこ
議員
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2017年度 予算 市長総括質疑から
3 月15日

2 日目

　
山
田
議
員
は
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
京
都
桂
川
店
の
オ
ー

プ
ン
以
降
、
西
京
地
域
で
は
昨
年
の
ラ
イ
ブ
嵐
山
、
コ

ア
松
尾
に
つ
づ
き
、
今
年
３
月
に
は
Ａ
コ
ー
プ
が
閉
店

に
な
る
こ
と
を
紹
介
。
買
い
物
難
民
な
ど
、
住
民
に
と

っ
て
は
死
活
問
題
で
あ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。
ま
た
、

商
業
集
積
ガ
イ
ド
プ
ラ
ン
の
緩
和
に
よ
る
駅
周
辺
地
域

　
北
山
議
員
は
、
市
バ
ス
の
一
日
乗
車
券
（
5
0
0

円
）
の
値
上
げ
方
針
が
表
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
、
利
用
者
不
在
で
あ
る
と
追
及
。
も
と
も
と
初
乗
り

は
日
本
一
高
い
料
金
で
あ
り
、
そ
の
是
正
こ
そ
必
要
だ

と
指
摘
し
ま
し
た
。
交
通
局
長
は
、「
初
乗
り
２
３
０

円
と
の
価
格
差
が
あ
ま
り
に
大
き
い
。
均
一
区
間
の

　
山
中
議
員
は
、
中
央
卸
売
市
場
第
一
市
場
の
整
備
計

画
・
京
都
駅
西
部
エ
リ
ア
構
想
に
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
サ

ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
構
想
段
階
か
ら
参
加
し

て
基
本
計
画
を
作
っ
て
い
る
こ
と
を
取
り
上
げ
、「（
民

間
活
力
の
導
入
と
い
う
こ
と
で
）、
市
民
の
チ
ェ
ッ
ク

が
で
き
る
の
か
、
住
民
合
意
形
成
は
ど
う
す
る
の
か
な

ど
（
中
略
）
公
的
責
任
の
回
避
が
進
む
の
で
は
」
と
そ

　
平
井
議
員
は
若
者
支
援
対
策
に
つ
い
て
訴
え
ま
し

た
。

　
や
ま
ね
議
員
は
、
京
都
市
美
術
館
が
「
博
物
館
相
当

施
設
」
で
あ
り
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
で
契
約
し
た

「
企
業
の
情
報
発
信
」
や
「
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
開
催
」

は
、
博
物
館
法
の
目
的
に
反
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、

美
術
館
の
本
質
を
変
え
る
も
の
と
質
し
ま
し
た
。
副
市

長
は
、「
書
い
て
あ
る
こ
と
以
外
は
し
て
は
な
ら
な
い

と
は
ど
こ
に
も
書
い
て
い
な
い
」
な
ど
と
、
と
ん
で
も

大
型
店
規
制
で
中
小
小

売
店
支
援
を
。
公
契
約

条
例
に
賃
金
条
項
を

市
バ
ス
一
日
乗
車
券
の

値
上
げ
は
行
う
べ
き
で

な
い

大
型
事
業
を
民
間
活
力
導
入
で

推
進
。
住
民
合
意
の
仕
組
み
や

公
的
責
任
の
後
退
の
危
険
が
。

更
に
踏
み
込
ん
だ

若
者
支
援
を
！

美
術
館
の
目
的
に
反
す
る

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
。

原
発
事
故
の
認
識
を
質
す

へ
の
更
な
る
商
業
施
設
の
誘
導
は
、
周
辺
地
域
の
一
層

の
切
捨
て
と
な
る
と
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　
山
田
議
員
は
、
現
場
労
働
者
の
賃
金
水
準
が
余
り
に

も
低
い
こ
と
か
ら
、
国
の
政
策
判
断
の
も
と
設
計
労
務

単
価
が
引
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
経
過
を
紹
介
。
京
都
で

も
、
設
計
労
務
単
価
は
４
年
間
で
２６
・
９
％
増
に
対
し
、

公
共
工
事
の
現
場
労
働
者
の
賃
金
は
僅
か
４
・
８
％
増

の
現
状
を
示
し
、
賃
金
引
き
上
げ
の
た
め
に
も
、
賃
金

実
態
を
把
握
し
、
公
契
約
基
本
条
例
に
賃
金
条
項
を
設

け
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

拡
大
が
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
差
を
適
正
化
す
る
も
の
」、

市
長
は
、「
市
役
所
全
体
の
政
策
と
し
て
や
っ
て
い
く
」

と
強
弁
し
ま
し
た
。
北
山
議
員
は
、「
そ
も
そ
も
、
突

如
提
案
さ
れ
、
８
月
に
も
結
論
を
出
し
、
年
度
内
に
実

施
」
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
撤
回
す
る
よ
う
強

く
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
北
山
議
員
は
、
市
バ
ス
が
５０
％
を
民
間
へ
委

託
し
て
い
る
点
を
追
及
。
労
働
者
の
実
態
や
安
全
確
保

に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
と
し
て
、「
管
理
の
受
委
託

制
度
」
の
廃
止
を
要
求
。
あ
わ
せ
て
交
通
不
便
地
域
の

対
策
を
求
め
ま
し
た
。

の
危
険
性
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、
コ
ン
サ
ル
や
民
間
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
が

入
る
こ
と
に
つ
い
て
「
こ
れ
は
世
界
ど
こ
で
も
や
っ
て

い
る
こ
と
。（
京
都
市
は
）
自
前
で
や
る
人
員
を
持
っ

て
な
い
し
、
そ
れ
は
無
駄
」
と
答
弁
。

　
ま
た
、
山
中
議
員
は
、
３
月
１０
日
付
の
「
自
治
日

報
」
を
示
し
、「『
公
権
力
含
む
窓
口
業
務
、
地
方
独
法

業
務
に
』
と
い
う
内
容
が
自
民
党
総
務
会
で
了
承
さ
れ

た
」
と
い
う
報
道
を
紹
介
。「
こ
う
し
た
こ
と
が
広
が

れ
ば
行
政
が
主
体
性
を
持
っ
て
判
断
す
る
仕
組
み
が
壊

れ
る
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

な
い
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

　
原
発
の
問
題
に
つ
い
て
、
京
都
市
が
作
成
し
た
『
原

子
力
防
災
の
手
引
き
』
に
「
日
常
生
活
の
放
射
線
」
が

安
全
だ
と
こ
と
さ
ら
強
調
さ
れ
て
い
る
問
題
を
あ
げ
、

「
大
量
に
浴
び
た
場
合
は
死
に
至
る
こ
と
を
な
ぜ
書
か

な
い
の
か
」「
危
険
を
危
険
と
認
識
で
き
な
い
の
が
最
も

危
険
だ
」
と
指
摘
し
、
原
発
再
稼
働
に
は
き
っ
ぱ
り
反

対
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
副
市
長
は
「
震
災
は
京
都

に
起
こ
り
う
る
」
が
「
地
元
に
原
発
が
あ
る
状
況
と
は

違
う
」
な
ど
と
、
新
た
な
安
全
神
話
を
持
ち
出
し
ま
し

た
。

　
京
都
府
が
就
労
・
奨
学
金
返
済
一
体
型
支
援
事
業
を

創
設
し
た
こ
と
を
紹
介
し
た
う
え
で
、
市
と
し
て
府
の

支
援
事
業
の
対
象
拡
充
や
、
独
自
の
給
付
型
奨
学
金
の

創
設
を
す
べ
き
と
訴
え
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
副
市

長
は
「
学
生
の
半
数
が
奨
学
金
を
借
り
て
い
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
が
、
大
学
生
の
大
半
は
府
外
か
ら
来
て

い
る
。
府
内
の
高
校
生
の
半
数
は
府
外
に
進
学
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
国
に
お
い
て
対
策
す
べ
き
」
と
冷
た
く

実
態
を
直
視
し
て
い
な
い
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

　
平
井
議
員
は
、
未
来
の
担
い
手
を
つ
く
る
立
場
に
立

っ
て
い
な
い
の
は
問
題
と
質
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ブ
ラ

ッ
ク
バ
イ
ト
根
絶
の
対
策
、
若
年
層
へ
の
家
賃
補
助
の

実
施
を
求
め
ま
し
た
。

　
木
造
住
宅
密
集
地
に
あ
る
大
宮
消
防
出
張
所
の
廃

止
・
消
防
人
員
削
減
な
ど
を
批
判
し
、
消
防
力
の
向
上

を
求
め
ま
し
た
。

山中　渡
議員

北山ただお
議員

やまね智史
議員

山田こうじ
議員

平井 良人
議員
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河
合
議
員
は
、
一
般
会
計
予
算
案
、

国
保
・
介
護
保
険
・
第
一
市
場
の
各

特
別
会
計
予
算
案
に
対
す
る
反
対
討

論
を
行
い
ま
し
た
。

　
河
合
議
員
は
来
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
、「
京
プ

ラ
ン
」
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
切
り

捨
て
と
負
担
増
、
公
的
責
任
の
放
棄
、
職
員
削
減
の

一
方
で
、
ム
ダ
な
大
型
開
発
事
業
推
進
の
予
算
と
な

っ
て
い
る
と
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
市
民
サ
ー
ビ
ス
切
り
捨
て
と
負
担
増
に
つ
い

て
、
保
育
料
や
中
央
斎
場
の
使
用
料
の
値
上
げ
等
、

新
た
な
負
担
増
は
回
避
す
べ
き
と
述
べ
ま
し
た
。
児

童
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
３
施
設
の
合
築
は
リ
ス
ト
ラ
計

画
だ
と
指
摘
。
認
可
保
育
所
の
増
設
と
職
員
の
処
遇

向
上
を
求
め
ま
し
た
。
子
ど
も
の
貧
困
の
拡
大
が
大

き
な
社
会
問
題
に
な
る
中
、
子
ど
も
の
医
療
費
支
給

制
度
の
拡
充
を
先
送
り
し
、
全
員
制
の
中
学
校
給
食

の
実
施
を
拒
否
し
て
い
る
と
批
判
し
ま
し
た
。
国
民

健
康
保
険
料
は
据
え
置
か
れ
た
が
、
引
き
下
げ
こ
そ

す
べ
き
と
強
調
し
ま
し
た
。
ま
た
「
学
資
保
険
の
差

押
え
は
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
」「
子
ど
も
手
当
も
同

様
」
と
す
る
姿
勢
を
批
判
し
ま
し
た
。

　
ま
た
「
公
契
約
基
本
条
例
」
へ
の
賃
金
条
項
の
採

用
に
つ
い
て
は
、
地
域
経
済
を
活
性
化
し
、
働
く
人

の
懐
を
暖
め
る
施
策
で
あ
り
、
先
行
事
例
に
も
学
ん

で
盛
り
込
む
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。

　
原
発
事
故
対
策
に
つ
い
て
、「
震
災
や
河
川
の
氾

濫
は
京
都
市
で
起
こ
り
う
る
災
害
だ
が
、
放
射
能
は

地
元
に
原
発
が
あ
る
こ
と
と
は
違
う
」
な
ど
、
新
た

な
安
全
神
話
を
振
り
ま
く
も
の
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
次
に
河
合
議
員
は
、「
民
間
に
で
き
る
こ
と
は
民

間
に
」
と
、
公
的
責
任
を
放
棄
し
、
消
防
職
員
な
ど

職
員
削
減
を
す
す
め
て
い
る
と
述
べ
ま
し
た
。「
子

ど
も
若
者
は
ぐ
く
み
局
」
の
設
置
に
伴
っ
て
、
保
健

セ
ン
タ
ー
の
医
療
衛
生
部
門
の
集
約
化
、「
民
泊
」

調
査
の
民
間
委
託
、
青
年
期
健
診
等
の
民
間
委
託
な

ど
．
市
民
か
ら
行
政
の
窓
口
を
遠
ざ
け
る
も
の
と
指

摘
し
ま
し
た
。
市
営
保
育
所
の
廃
止
や
、
Ｄ
Ｖ
対
策

事
業
の
民
間
委
託
、
さ
ら
に
区
役
所
の
窓
口
業
務
に

つ
い
て
も
、
民
間
委
託
化
を
す
す
め
る
方
向
等
、
自

治
体
の
責
務
が
問
わ
れ
る
と
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　
河
合
議
員
は
、
市
長
が
「
未
来
の
京
都
の
発
展
へ

の
先
行
投
資
」
と
推
進
す
る
中
央
市
場
南
側
の
「
賑

わ
い
ゾ
ー
ン
」
に
つ
な
げ
る
新
駅
の
横
断
歩
道
橋
、

北
泉
橋
架
橋
工
事
や
鴨
東
線
第
三
工
区
な
ど
大
型
開

発
事
業
に
つ
い
て
、
撤
回
を
求
め
、
市
民
の
く
ら
し

や
子
ど
も
・
若
者
の
た
め
の
施
策
に
こ
そ
使
う
べ
き

と
主
張
。
事
業
費
が
６
０
０
億
円
に
も
上
る
中
央
卸

売
市
場
第
一
市
場
の
整
備
は
、
使
用
料
値
上
げ
で
大

量
の
仲
卸
業
者
を
廃
業
に
追
い
込
む
と
見
直
し
を
求

め
ま
し
た
。
３
５
０
億
円
に
ふ
く
れ
あ
が
っ
た
市
庁

舎
整
備
、
さ
ら
に
京
都
市
美
術
館
の
再
整
備
な
ど
、

身
の
丈
に
合
っ
た
も
の
に
見
直
し
、
過
大
な
も
の
に

な
ら
な
い
よ
う
求
め
ま
し
た
。

「
京み

や
こ

プ
ラ
ン
」 

実
施
計
画
を
撤
回
し
、

市
民
生
活
と
地
域
経
済
を
守
る
予
算
こ
そ
必
要

 

河
合
よ
う
こ
議
員
が
一
般
会
計
予
算
案
な
ど
に
反
対
討
論

　
平
井
議
員
は
、
市
バ
ス
事
業
特
別

会
計
予
算
案
に
つ
い
て
反
対
の
理
由

を
述
べ
ま
し
た
。

　
第
一
に
、「
管
理
の
受
委
託
」
に

よ
っ
て
委
託
金
の
金
額
を
抑
え
、
し
わ
寄
せ
が
、
委

託
先
労
働
者
の
労
働
条
件
の
悪
化
や
市
バ
ス
事
故
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
第
二
に
、
市
バ
ス
「
一
日
乗
車
券
」
の
値
上
げ
を

計
画
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
今
年
中
に
も
結
論

を
出
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
拙
速
で
あ
り
、
撤
回

を
求
め
ま
し
た
。

　
第
三
に
、
左
京
区
や
西
京
区
な
ど
区
役
所
へ
の
ア

ク
セ
ス
よ
り
も
観
光
地
優
先
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
終
始

し
て
い
る
こ
と
、
交
通
不
便
地
域
へ
の
抜
本
的
改
善

が
不
十
分
と
指
摘
。
市
バ
ス
会
計
の
黒
字
分
は
、
市

民
の
利
便
性
向
上
や
安
全
対
策
に
力
を
尽
く
す
べ
き

で
あ
り
、
日
本
一
高
い
運
賃
の
是
正
を
今
こ
そ
す
べ

き
だ
と
強
調
し
ま
し
た
。

　
平
井
議
員
は
水
道
事
業
、
下
水
道
事
業
、
地
下
鉄

事
業
の
特
別
会
計
予
算
案
に
つ
い
て
、
賛
成
の
理
由

を
述
べ
ま
し
た
。

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
老
朽
管
の
取
替
・
耐
震

化
を
計
画
的
に
す
す
め
て
い
る
こ
と
、
鉛
製
給
水
管

の
宅
地
内
に
お
け
る
取
替
助
成
制
度
の
助
成
額
の
上

限
引
き
上
げ
を
実
施
し
て
い
る
と
評
価
。
一
方
、
疏

水
通
船
事
業
に
つ
い
て
は
、
疏
水
の
管
理
に
責
任
を

持
つ
上
下
水
道
局
の
責
任
が
明
確
で
は
な
く
安
全
性

に
つ
い
て
も
事
業
者
任
せ
で
あ
る
と
批
判
し
ま
し
た
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
管
路
の
耐
震
化
の
補

助
率
を
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
維
持
・
拡
充
す
る
よ

う
に
国
に
強
力
に
求
め
る
こ
と
や
、
雨
水
幹
線
に
つ

い
て
も
過
大
な
投
資
と
な
ら
な
い
よ
う
に
必
要
性
を

吟
味
し
、
慎
重
に
進
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
地
下
鉄
事
業
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
し
て
い
る
施

設
の
更
新
な
ど
国
の
補
助
制
度
改
善
が
強
く
求
め
ら

れ
る
と
指
摘
。
最
後
に
、
市
民
生
活
が
厳
し
い
も
と

で
、
京
都
市
は
消
費
税
の
増
税
に
反
対
し
、
公
共
料

金
へ
の
転
嫁
を
し
な
い
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
ほ
り
議
員
は
、「
教
育
条
件
の
改
善

を
求
め
る
請
願
」
の
不
採
択
に
反
対

討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
貧
困
と
格
差
が
広
が
る
中
、

京
都
市
の
子
ど
も
の
貧
困
調
査
結
果
が
明
ら
か
と
な

り
、「
生
活
や
就
学
の
た
め
の
経
済
的
支
援
」
や
「
基

礎
的
な
学
習
支
援
」
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
請
願

に
あ
る
小
学
校
２
年
生
か
ら
中
学
２
年
生
ま
で
の
3５

人
学
級
の
実
現
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
全
国
の
小
中
学
校
の
3５
人
以
下
学
級
は
小

学
校
３
・
４
年
生
で
₈7
・
４
％
と
な
っ
て
お
り
、
京
都

市
に
お
い
て
も
、
来
年
度
、
3５
人
の
教
職
員
配
置
を
行

え
ば
3５
人
学
級
が
可
能
と
な
る
こ
と
、
予
算
も
国
か

ら
の
配
分
で
実
現
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
国
の
法
改
正
案
に
盛
り
込
ま
れ
た
「
少
人

数
指
導
等
の
推
進
の
た
め
の
基
礎
定
数
の
新
設
」
を
有

効
に
使
い
、「
基
礎
定
数
」
の
改
善
で
3５
人
学
級
を
進

め
る
よ
う
国
に
要
望
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

教
育
条
件
の
改
善
を
求
め
る

請
願
の
採
択
に
つ
い
て

�

ほ
り
信
子
議
員
が
討
論

公
営
企
業
会
計
予
算
案
に
つ
い
て

�

平
井
良
人
議
員
が
討
論
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西
村
議
員
は
、
条
例
が
「
京み

や
こ
プ
ラ

ン
」
実
施
計
画
第
２
ス
テ
ー
ジ
の
具

体
化
で
あ
り
、
よ
り
一
層
の
機
械
的

な
徴
収
強
化
に
つ
な
が
る
と
指
摘
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
「
負
担
の
公
平
性
」
の
名
の

下
に
、
学
資
保
険
に
ま
で
滞
納
差
押
え
が
強
行
さ
れ

　
井
上
議
員
は
、
高
速
道
路
新
十
条

通
を
阪
神
高
速
株
式
会
社
か
ら
市
に

移
管
す
る
た
め
に
料
金
徴
収
期
間
を

「
2
0
5
0
年
ま
で
」
か
ら
「
２
０

１
９
年
ま
で
」
に
変
更
す
る
議
案
、
他
、
関
連
議
案

に
は
「
賛
成
」
と
表
明
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
市
へ
の

移
管
と
無
料
化
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
、
歓
迎
す

る
と
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
上
で
井
上
議
員
は
、
議
案
2
9
1
号
に
「
反

対
」
の
理
由
を
述
べ
ま
し
た
。

　
出
資
金
は
市
民
の
財
産
で
あ
り
、
返
還
を
放
棄
す

　
西
野
議
員
は
、
観
光
客
が
激
増
す

る
中
、
違
法
民
泊
が
急
増
し
、
京
都

市
が
昨
年
行
っ
た
「
民
泊
実
態
調

査
」
で
は
許
可
施
設
が
７
%
し
か
な

い
と
い
う
結
果
で
、
違
法
民
泊
は
野
放
し
状
態
に
あ

　
や
ま
ね
議
員
は
、
共
産
党
と
民
進

党
が
共
同
提
案
し
た
「
い
わ
ゆ
る
共

謀
罪
法
案
の
白
紙
撤
回
を
求
め
る
意

見
書
（
案
）」
の
賛
成
討
論
を
行
い

ま
し
た
。

　
政
府
が
創
設
し
よ
う
と
す
る
「
テ
ロ
等
組
織
犯
罪

準
備
罪
法
案（
い
わ
ゆ
る
共
謀
罪
法
案
）」は
、
実
際

　
山
田
議
員
は
、「
森
友
学
園
」
問

題
の
核
心
は
、
近
畿
財
務
局
が
国
有

地
を
、
評
価
額
か
ら
8
億
円
以
上
も

値
引
き
し
て
、
破
格
の
条
件
で
売
り

渡
し
た
こ
と
だ
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
来
、
幼

稚
園
の
経
営
経
験
し
か
な
く
、
小
学
校
開
設
の
資
格

た
り
、
国
保
料
の
債
権
差
押
え
が
１０
年
間
で
４
倍
以

上
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　「
効
率
的
な
債
権
徴
収
を
め
ざ
す
」
こ
と
に
対
し
、

条
例
に
「
市
民
生
活
の
安
心
の
確
保
」
を
明
記
し
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
こ
と
と
比
べ
、
自
治
体
に
と
っ

て
最
も
重
要
な
「
市
民
の
生
活
再
建
」「
福
祉
の
心
」

を
忘
れ
た
内
容
で
あ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
債
権
放
棄
や
時
効
の
事
務
は
、
新
た
な
条

例
制
定
が
な
く
て
も
可
能
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。

る
こ
と
は
、
市
民
に
対
す
る
重
大
な
背
信
で
あ
る
こ

と
、
料
金
徴
収
期
間
変
更
議
案
の
可
決
に
よ
り
、
す

で
に
本
市
へ
の
移
管
は
実
現
す
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
長
が
提
案
説
明
で
「
交
通
量
が
3
割
に

留
ま
り
、
債
務
の
返
済
が
計
画
通
り
進
ん
で
い
な

い
」
と
述
べ
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
渋
滞
解
消
」
と

の
口
実
で
、
出
資
金
を
は
じ
め
総
額
7
1
6
億
円
も

高
速
道
路
に
つ
ぎ
込
み
、
し
か
も
出
資
金
は
戻
っ
て

く
る
と
言
っ
て
き
た
政
策
の
破
綻
に
つ
い
て
、
深
刻

な
反
省
的
総
括
が
必
要
だ
と
述
べ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
議
会
最
終
盤
に
突
然
、
追
加
提
案
さ
れ

た
も
の
で
、
本
市
か
ら
見
れ
ば
債
権
の
放
棄
で
あ
り
、

今
の
時
点
で
結
論
を
急
が
な
く
て
も
、
現
金
で
の
返

還
を
求
め
続
け
る
べ
き
だ
と
述
べ
ま
し
た
。

る
と
指
摘
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
政
府
が
閣
議
決
定
し

た
「
新
法
（
住
宅
宿
泊
事
業
法
）」
は
、
現
在
、
民

泊
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
住
居
専
用
地
域
や
市
街
化
調

整
区
域
で
も
届
出
だ
け
で
営
業
で
き
る
よ
う
に
す
る

も
の
で
、
住
民
の
被
害
が
広
が
る
懸
念
が
あ
る
と
主

張
。
民
泊
を
旅
館
・
ホ
テ
ル
に
準
じ
た
宿
泊
施
設
と

位
置
づ
け
、
旅
館
業
法
に
基
づ
く
許
可
制
を
堅
持
し
、

違
法
民
泊
を
根
絶
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
強
調
し
ま

し
た
。

の
犯
罪
行
為
で
は
な
く
相
談
・
計
画
す
る
だ
け
で
処

罰
す
る
も
の
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
相
談
や
計
画
、

誰
が
対
象
に
な
る
か
も
捜
査
機
関
の
裁
量
に
ゆ
だ
ね

ら
れ
、
国
民
の
思
想
や
内
心
ま
で
処
罰
の
対
象
と
す

る
明
ら
か
な
違
憲
立
法
で
あ
る
と
批
判
。
す
で
に
日

本
は
、
テ
ロ
対
策
の
１3
の
国
際
条
約
を
締
結
し
、
５7

の
国
内
法
も
整
備
さ
れ
て
お
り
、
新
た
な
立
法
は
必

要
な
い
こ
と
、「
国
際
組
織
犯
罪
防
止
条
約
」は
共
謀

罪
の
創
設
を
義
務
付
け
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
刑

法
研
究
者
を
は
じ
め
反
対
の
声
が
広
が
っ
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
、
法
案
を
撤
回
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
規
制
緩
和
し
て「
認
可

適
当
」
と
し
た
大
阪
府
の
責
任
も
問
わ
れ
る
と
指
摘

し
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
、
国
会
議
員
や
大
阪
府
会
議
員
な
ど
の

政
治
的
関
与
抜
き
に
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、

籠
池
理
事
長
の
証
人
喚
問（
３
月
２3
日
）
で
一
層
疑

惑
は
深
ま
り
、
安
倍
首
相
夫
人
・
昭
恵
氏
を
は
じ
め

財
務
省
関
係
者
な
ど
の
国
会
招
致
・
喚
問
を
通
じ
て
、

全
面
的
な
真
相
究
明
を
は
か
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
日
本
共
産
党
議
員
団
の
く
ら
た
共
子
議
員
は
、
議
第
₂
₉
₁
号︵
市
が
高
速
道
路
に
出
資
し
て
い
た
₁
₁
₃
億
円
の
返

還
を
放
棄
し
、
新
十
条
通
ト
ン
ネ
ル
の
一
部
の
現
物
償
還
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
︶の
継
続
審
査
を
求
め
る
動
議
を
提

案
し
ま
し
た
が
、
反
対
多
数
で
否
決
さ
れ
た
た
め
、
井
上
け
ん
じ
議
員
が
討
論
に
立
ち
ま
し
た
。

債
権
回
収
強
化
で
は
な
く
、

�

市
民
の
生
活
再
建
に
こ
そ
支
援
を

債
権
管
理
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

西
村
よ
し
み
議
員
が
反
対
討
論

新
十
条
通
の
市
移
管
に
伴
う

出
資
金
放
棄
な
ど
3
議
案
に
つ
い
て

�

井
上
け
ん
じ
議
員
が
討
論

民
泊
問
題
に
関
す
る
意
見
書︵
案
︶に

つ
い
て

�

西
野
さ
ち
子
議
員
が
賛
成
討
論

共
謀
罪
法
案
の
白
紙
撤
回
を
求
め
る

意
見
書︵
案
︶に
つ
い
て

�

や
ま
ね
智
史
議
員
が
賛
成
討
論

﹁
森
友
学
園
﹂
問
題
の
徹
底
究
明
を

求
め
る
意
見
書︵
案
︶に
つ
い
て

�

山
田
こ
う
じ
議
員
が
賛
成
討
論
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玉
本
議
員
は
、
要

支
援
者
へ
の
訪
問
介

護
と
通
所
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
、
介
護
保
険

の
予
防
給
付
か
ら
京
都
市
の
総
合
事

業
に
変
わ
る
こ
と
に
よ
る
問
題
を
指

摘
。
家
事
援
助
の
み
の
訪
問
介
護
サ

ー
ビ
ス
で
は
、
資
格
の
あ
る
ヘ
ル
パ

ー
が
行
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約
１4

％
も
報
酬
カ
ッ
ト
さ
れ
る
こ
と
が
問

題
だ
と
述
べ
ま
し
た
。

　
新
規
の
要
支
援
者
の
受
入
れ
は
制

限
せ
ざ
る
を
得
な
い
一
方
で
、
依
頼

に
応
え
て
受
け
入
れ
れ
ば
、
介
護
現

場
で
働
く
労
働
者
の
就
労
環
境
が
悪

化
し
、
運
営
も
厳
し
く
な
る
と
強
調
。

家
事
援
助
の
み
の
事
業
を
行
う
事
業

所
登
録
は
、
約
半
数
に
と
ど
ま
っ
て

お
り
、
必
要
な
ケ
ア
が
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
に
な
れ
ば
総
合
事
業
が
破
た

ん
す
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。

　
玉
本
議
員
は
、
総
合
事
業
を
行
う

京
都
市
の
責
任
と
し
て
、
利
用
者
の

介
護
を
受
け
る
権
利
を
保
障
す
る
こ

と
、
事
業
者
が
運
営
困
難
と
な
ら
な

い
よ
う
に
支
援
を
強
化
す
る
こ
と
を

求
め
ま
し
た
。

　 介
護
保
険
総
合
事
業
に

関
す
る
決
議
案
に
つ
い
て

�

玉
本
な
る
み
議
員
が
賛
成
討
論

2
月
市
会
を
終
え
て

2
0
1
7
年
３
月
27
日

日
本
共
産
党
京
都
市
会
議
員
団

　
　

3
月
２4
日
、
2
月
予
算
市
会
が
終
了
し
、
昨
年
4
月
か
ら
開
会
さ
れ
て
い
た

2
0
1
6
年
度
の
通
年
議
会
が
閉
会
し
ま
し
た
。
今
市
会
で
は
、
門
川
市
長
の

3
期
目
2
年
目
の
予
算
案
を
は
じ
め
1
0
1
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
2
0
1
7
年
度
予
算
は
、
第
一
に
、「
財
政
が
厳
し
い
」
と
し
て
、
京み

や
こ

プ
ラ

ン
実
施
計
画
で
打
ち
出
さ
れ
た
社
会
福
祉
関
連
経
費
な
ど
5
年
間
積
み
上
げ
で

6
0
0
億
円
も
の
削
減
が
具
体
化
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
北
陸
新
幹
線
誘
致
な

ど
大
型
事
業
を
「
未
来
へ
の
先
行
投
資
」
と
し
て
聖
域
化
し
て
い
る
こ
と
、
第

二
に
、
国
の
地
方
創
生
戦
略
に
則
っ
て
、「
民
間
に
で
き
る
こ
と
は
民
間
に
」

「
集
約
化
・
民
間
委
託
」
の
市
政
運
営
、
自
治
体
の
公
的
責
任
を
放
棄
す
る
方

向
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
た
予
算
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
第
三
に
、
市
民
の
声
を

無
視
し
た
美
術
館
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
問
題
に
象
徴
的
に
現
れ
た
よ
う
に
市
民

の
声
、
切
実
な
要
求
に
背
を
向
け
た
予
算
で
あ
る
こ
と
、
が
特
徴
的
で
し
た
。

　
　
党
議
員
団
は
、
2
0
1
7
年
度
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
43
議
案
の

う
ち
、
一
般
会
計
予
算
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
、
中
央
卸
売
市

場
第
一
市
場
特
別
会
計
予
算
、
自
動
車
運
送
事
業
特
別
会
計
予
算
、
京
都
市
分

庁
舎
（
仮
称
）
新
築
工
事
請
負
契
約
の
締
結
、
京
都
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部

改
正
条
例
、
美
術
館
再
整
備
工
事
請
負
契
約
の
締
結
、
子
ど
も
若
者
は
ぐ
く
み

局
の
設
置
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
等
に
関
す
る
条
例
な
ど
２3
議
案
に
反
対

し
、
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
、
高
速
鉄
道
事
業
特
別
会
計
予
算
な
ど
２０
議
案

に
賛
成
し
ま
し
た
。

　
　
本
予
算
に
先
立
ち
2
0
1
6
年
度
補
正
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。
党
議
員
団

は
、
南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
第
二
工
場
請
負
契
約
の
変
更
、
中
央
卸
売
市
場

第
一
市
場
特
別
会
計
補
正
予
算
に
反
対
し
、
一
般
会
計
補
正
予
算
に
は
賛
成
し

ま
し
た
。

　
　
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
２9
議
案
の
う
ち
、
債
権
管
理
条
例
、
市
内
高
速

道
路
建
設
費
用
出
資
金
の
債
権
を
放
棄
す
る
不
動
産
の
取
得
な
ど
5
件
に
反
対

し
、
他
の
議
案
に
は
賛
成
し
ま
し
た
。

　
　
最
終
本
会
議
に
追
加
上
程
さ
れ
た
人
事
案
件
3
件
の
う
ち
、
新
副
市
長
を
任

命
す
る
2
件
に
反
対
し
、
市
長
等
の
給
与
減
額
と
市
会
議
員
の
議
員
報
酬
額
の

減
額
を
継
続
す
る
条
例
に
は
賛
成
し
ま
し
た
。

　
　
自
民
、
公
明
、
民
進
、
日
本
維
新
の
会
、
京
都
党
と
無
所
属
議
員
は
、
京
都

党
が
市
立
芸
大
移
転
整
備
工
事
設
計
業
務
委
託
選
定
委
員
会
設
置
の
た
め
の
付

属
機
関
設
置
に
関
す
る
条
例
に
反
対
し
た
以
外
、
他
の
す
べ
て
の
市
長
提
案
に

賛
成
し
ま
し
た
。

一
、
市
民
の
ね
ば
り
強
い
運
動
と
党
議
員
団
の
論
戦
が
貴
重
な
成
果
に

　
　
市
民
の
粘
り
強
い
た
た
か
い
に
よ
っ
て
、
敬
老
乗
車
証
に
関
し
て
、
来
年
度

も
応
益
負
担
導
入
の
予
算
化
を
さ
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
引
き
続
き
応
益
負
担
方

針
の
撤
回
を
求
め
て
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

　
　
子
ど
も
の
貧
困
が
広
が
る
中
で
、
就
学
援
助
・
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費

等
の
早
期
支
給
を
求
め
て
き
ま
し
た
が
、「
検
討
す
る
」
と
の
表
明
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
の
貧
困
調
査
を
受
け
て
、
子
ど
も
食
堂
に
対
す
る
支
援

が
始
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
対
象
数
や
金
額
な
ど
の
不
十
分
さ
を
指
摘
し

ま
し
た
。

　
　
市
会
常
任
委
員
会
の
実
地
調
査
と
党
議
員
団
の
独
自
調
査
と
追
及
で
横
大
路

体
育
館
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
改
修
が
お
こ
な
わ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
運

営
予
算
も
前
年
度
比
較
で
4
割
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
大
規
模
施
設
の
改
修
に

と
ど
ま
ら
ず
、
今
後
も
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
京
都
労
働
局
、
京
都
府
・
京
都
市
が
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
調
査
を
行
っ
た
こ

と
は
重
要
で
す
。

　
　
難
聴
者
、
高
齢
者
へ
の
情
報
保
障
と
な
る
磁
気
ル
ー
プ
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
、
区
役
所
窓
口
等
へ
配
置
拡
大
を
要
望
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
3
月
か
ら

全
て
の
区
役
所
・
支
所
へ
の
卓
上
型
磁
気
ル
ー
プ
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
党
議
員
の
論
戦
の
も
と
、
宅
地
内
に
お
け
る
鉛
製
給
水
管
の
取
替
助
成
制
度

の
助
成
額
の
上
限
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
使
い
や
す
い
制
度
へ
引
き
続
き

求
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
大
雪
に
よ
る
市
内
の
農
林
被
害
に
つ
い
て
、
生
産
者
の
声
を
も
と
に
「
緊
急

対
策
」
を
申
し
入
れ
、
支
援
策
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

一
、「
京
プ
ラ
ン
」
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
切
り
捨
て
の
姿
が
顕
著
に

　
　
市
長
は
予
算
案
の
基
本
姿
勢
と
し
て
「『
京
プ
ラ
ン
』
実
施
計
画
第
2
ス
テ

ー
ジ
を
着
実
に
前
進
さ
せ
、
く
ら
し
に
安
心
、
豊
か
さ
実
感
、
未
来
に
責
任
の

ま
ち
づ
く
り
を
力
強
く
推
進
す
る
」
と
表
明
し
ま
し
た
が
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
切

り
捨
て
の
姿
が
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
予
算
に
は
京
プ
ラ
ン
実
施
計
画
で
掲
げ
る
「
聖
域
な
き
事
業
見
直
し
」
で

「
市
民
サ
ー
ビ
ス
や
社
会
福
祉
関
係
経
費
な
ど
年
間
4０
億
円
、
5
年
間
の
積
み

上
げ
で
6
0
0
億
円
も
の
削
減
」
方
針
が
貫
か
れ
て
い
ま
す
。「
受
益
者
負
担

の
原
則
」
を
口
実
に
し
た
中
央
斎
場
使
用
料
の
3
割
も
の
大
幅
値
上
げ
は
そ
の

象
徴
で
あ
り
、
地
域
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
・
こ
こ
ろ
の
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
・

児
童
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
三
施
設
合
築
は
施
設
運
営
費
や
建
て
替
え
費
用
の
削
減

が
狙
い
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

　
　「（
国
基
準
に
よ
る
）
待
機
児
童
は
ゼ
ロ
」「
大
都
市
で
最
も
保
育
所
に
入
り

や
す
い
」
と
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
3
月
時
点
で
も
保
育
所
入
所
が
で
き
な
い

親
子
が
多
数
残
さ
れ
て
お
り
、
保
護
者
の
願
い
に
応
え
て
さ
ら
な
る
認
可
保
育

所
の
増
設
に
よ
る
真
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
求
め
ま
し
た
。
学
童
保
育
の
環
境
改

善
、
児
童
館
専
任
職
員
を
二
人
に
戻
す
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
予
算
に
は
子
ど

も
に
関
わ
る
福
祉
職
場
の
職
員
処
遇
の
引
き
上
げ
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
が
、

抜
本
的
改
善
に
は
程
遠
く
、
さ
ら
な
る
給
与
増
額
を
国
に
求
め
る
と
同
時
に
、

本
市
独
自
の
仕
組
み
を
つ
く
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
　
京
都
市
が
昨
年
取
り
組
ん
だ
「
貧
困
家
庭
の
子
ど
も
等
状
況
調
査
」
に
お
い

声
明

２月市会終了本会議での意見書・決議採択結果

提出会派等 件　名 審議
結果

賛否（○：賛成、●：反対）

共 自 公 民 維 京 無
1
無
2
無
3

市会議員全員 再生可能エネルギー熱等の利用の推進を求める意見書の提
出について 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

自・公・民・維・京・
無（１・２・３）

地域が現状に即し運用することができる民泊運営ルールの
法制化を求める意見書の提出について 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

自・公・維・京・
無（１・２・３）

無料公衆無線LAN（Wi-Fi）環境の整備促進を求める意見
書の提出について 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

自・公・維・無（１・２・３） 水素ステーションの整備促進を求める意見書の提出について 可決 ● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

共産・民進 いわゆる共謀罪法案の白紙撤回を求める意見書の提出について 否決 ◯ ● ● ◯ ● ● ● ● ●

共産 「森友学園」問題の徹底究明を求める意見書の提出について 否決 ◯ ● ● ● ● ● ● ● ●

民進 ふるさと納税の制度改善を求める意見書の提出について 否決 ● ● ● ◯ ◯ ● ● ● ●

共産 介護保険総合事業の発足に際し利用者の権利擁護と事業者
への支援強化を求める決議について 否決 ◯ ● ● ● ● ● ● ● ●

（注）自＝自民党　共＝共産党　公＝公明党　民＝民進党　維＝日本維新の会　京＝京都党　無１＝大西　無２＝豊田　無３＝やまず
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て
貧
困
状
態
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
市
長
は
「
世
代
を
超
え
た
貧
困
の
連

鎖
を
断
ち
切
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
」
と
し
な
が
ら
、「
経
済
的
要
因
に
狭
め

な
い
よ
う
に
」（
副
市
長
）
と
貧
困
の
原
因
や
具
体
的
な
目
標
等
を
明
ら
か
に

し
て
い
ま
せ
ん
。
子
ど
も
の
医
療
費
支
給
制
度
の
拡
充
は
2
年
先
ま
で
先
送
り

し
、「
選
択
制
は
定
着
し
て
い
る
」
と
温
か
い
全
員
制
の
中
学
校
給
食
の
実
施

も
拒
否
し
、
本
市
独
自
の
給
付
制
奨
学
金
制
度
の
創
設
も
拒
ん
で
い
ま
す
。
子

ど
も
の
貧
困
の
解
決
の
た
め
の
具
体
的
手
立
て
の
実
施
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

　
　
国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て
、
保
険
料
は
据
え
置
か
れ
ま
し
た
が
、
高
す

ぎ
て
負
担
の
限
界
を
超
え
て
い
る
保
険
料
の
引
き
下
げ
を
求
め
ま
し
た
。
ま

た
、
保
険
料
滞
納
世
帯
へ
の
差
し
押
さ
え
を
や
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
が
、

「
学
資
保
険
も
差
し
押
さ
え
は
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
」
と
強
弁
し
、
都
道
府
県

化
に
伴
う
保
険
料
値
上
げ
を
回
避
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
が
、
答
弁
で
明
言
し

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
、
4
月
か
ら
始
ま
る
総
合
事
業
に
お
け
る
緩
和
型

事
業
が
事
業
者
・
利
用
者
の
双
方
に
と
っ
て
困
難
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
市
の

責
任
で
改
善
を
行
な
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
　
火
災
か
ら
住
民
の
命
と
安
全
を
守
り
、
大
規
模
災
害
へ
の
備
え
や
高
齢
者
世

帯
の
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
消
防
職
員
を
減
ら
し
、
細

街
路
や
木
造
住
宅
密
集
地
域
に
あ
る
大
宮
消
防
出
張
所
の
廃
止
計
画
を
掲
げ
て

い
る
の
は
重
大
で
あ
り
、
計
画
の
撤
回
を
求
め
ま
し
た
。

　
　
債
権
管
理
条
例
は
、「
京
プ
ラ
ン
」
の
具
体
化
で
あ
り
、「
負
担
の
公
平
性
」

の
名
で
市
民
の
債
権
徴
収
強
化
を
図
る
た
め
の
も
の
と
し
て
反
対
し
ま
し
た
。

一
、「
民
間
に
で
き
る
こ
と
は
民
間
に
」
公
的
責
任
を
放
棄
す
る
市
政
運
営

　
　
予
算
で
は
、「
京
プ
ラ
ン
」
実
施
計
画
に
あ
る
「
民
間
に
で
き
る
も
の
は
民

間
に
」
の
市
政
運
営
を
進
め
て
お
り
、
自
治
体
の
公
的
責
任
を
放
棄
す
る
も
の

と
し
て
厳
し
く
指
摘
し
ま
し
た
。

　
　

4
月
か
ら
始
ま
る
「
子
ど
も
若
者
は
ぐ
く
み
局
」
の
設
置
は
問
題
点
山
積
で

す
。
民
泊
指
導
を
担
当
す
る
保
健
セ
ン
タ
ー
の
医
療
衛
生
部
門
の
集
約
化
は
、

調
査
の
民
間
委
託
化
と
合
わ
せ
て
違
法
「
民
泊
」
対
策
の
弱
体
化
に
つ
な
が
り

ま
す
。
さ
ら
に
青
年
期
健
診
等
の
民
間
委
託
も
市
民
と
行
政
を
遠
ざ
け
る
も
の

で
あ
り
、
現
体
制
の
強
化
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

　
　
公
立
保
育
所
の
廃
止
、
民
間
移
管
の
流
れ
を
加
速
し
て
い
ま
す
。
障
害
児
保

育
や
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
を
行
政
直
営
で
提
供
し
て
き
た
公
立
保
育
所

を
守
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
　
さ
ら
に
国
が
「
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
産
業
化
」
を
推
進
し
、「
公
権
力
を
含
む

窓
口
業
務
を
地
方
独
立
行
政
法
人
に
」
と
閣
議
決
定
し
、
本
市
で
も
区
役
所
市

民
窓
口
の
集
約
化
と
民
間
委
託
化
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
市
長
は
「『
民
間
に
で
き
る
も
の
は
民
間
に
』
が
よ
り
効
果
的
で
あ
り
、

民
間
で
や
る
ほ
う
が
よ
り
充
実
す
る
」
と
居
直
り
、
強
弁
し
ま
し
た
。

一
、
国
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
路
線
に
迎
合
し
、「
成
長
戦
略
」
に
し
が
み
つ
く
京
都
市
政

　
　
予
算
で
は
「
市
税
収
入
の
減
少
に
よ
る
財
源
不
足
」
を
強
調
し
な
が
ら
、
そ

の
原
因
を
円
高
な
ど
の
外
的
要
因
に
あ
る
と
し
て
、
背
景
に
あ
る
貧
困
と
格
差

を
拡
大
す
る
ば
か
り
の
国
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
路
線
に
迎
合
し
、「
成
長
戦
略
」

に
し
が
み
つ
い
て
い
ま
す
。

　
　
さ
ら
に
財
源
確
保
の
た
め
に
は
、
地
方
交
付
税
の
法
定
税
率
引
き
上
げ
と
と

も
に
大
企
業
優
遇
の
不
公
平
税
収
構
造
に
メ
ス
を
入
れ
、
儲
か
っ
て
い
る
大

企
業
に
応
分
の
負
担
を
さ
せ
る
よ
う
国
に
求
め
る
べ
き
と
指
摘
し
ま
し
た
が
、

「
大
企
業
が
元
気
に
な
る
こ
と
が
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
」
と
、
破
た
ん

し
た
「
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
」
論
に
固
執
し
、
国
の
悪
政
に
無
批
判
な
姿
勢
が
浮

き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
一
方
、「
財
源
不
足
」
を
口
に
し
な
が
ら
、
環
境
破
壊
、
膨
大
に
な
る
地
元

負
担
、
並
行
在
来
線
の
廃
止
な
ど
問
題
点
ば
か
り
の
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
・
北

陸
新
幹
線
の
誘
致
運
動
を
す
す
め
、
堀
川
通
地
下
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
や
、
梅

小
路
新
駅
と
第
一
市
場
の
賑
わ
い
ゾ
ー
ン
を
結
ぶ
歩
道
橋
な
ど
無
駄
な
大
型
事

業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
計
画
の
撤
回
を
求
め
ま
し
た
が
、
市
長
は
「
未
来
の

京
都
の
発
展
の
先
行
投
資
」
と
計
画
推
進
に
固
執
し
て
お
り
重
大
で
す
。
北
泉

橋
架
橋
工
事
や
鴨
東
線
第
三
工
区
も
不
要
不
急
の
も
の
で
あ
り
、
撤
回
す
る
よ

う
強
く
求
め
ま
し
た
。

　
　
同
時
に
、
中
央
卸
売
市
場
第
一
市
場
・
美
術
館
・
市
庁
舎
の
再
整
備
、
芸
大

移
転
な
ど
今
後
1
0
0
億
円
を
越
え
る
大
型
公
共
事
業
が
目
白
押
し
で
あ
り
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
建
設
資
材
単
価
や
人
件
費
の
高
騰
を
念
頭
に
置

き
、
身
の
丈
に
合
っ
た
規
模
・
施
設
内
容
・
完
成
時
期
を
見
直
し
、
事
業
の
進

捗
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
公
共
建
築
部
業
務
の
体
制
補
強
と
充
実
を
求
め
ま
し
た
。

　
　
老
朽
化
し
た
美
術
館
の
再
整
備
は
必
要
性
を
認
め
つ
つ
、
事
業
費
1
0
1
億

円
の
捻
出
の
た
め
に
京
セ
ラ
と
結
ん
だ
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
契
約
（
５０
年
間
、

５０
億
円
）
を
撤
回
し
、
再
整
備
は
関
係
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
た
も
の
に
す
る

こ
と
を
指
摘
し
、
工
事
中
の
展
示
場
代
替
施
設
確
保
に
市
が
責
任
を
持
つ
よ
う

求
め
ま
し
た
。
中
央
卸
売
市
場
第
一
市
場
整
備
計
画
は
、
再
整
備
は
必
要
な
も

の
の
総
事
業
費
が
6
0
0
億
円
に
も
及
び
、
場
内
業
者
の
使
用
料
が
2
倍
に
も

な
り
、
取
扱
量
・
額
と
も
過
大
な
目
標
設
定
で
あ
る
こ
と
を
質
し
ま
し
た
。

　
　
耐
震
補
強
や
外
ビ
ル
対
策
な
ど
に
伴
う
市
庁
舎
再
整
備
は
、
総
事
業
費
が

3
5
0
億
円
に
膨
れ
上
が
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
分
庁
舎
に
入
る
こ
と
が

予
定
さ
れ
る
市
税
事
務
所
は
各
区
役
所
に
戻
し
、
西
庁
舎
に
予
定
さ
れ
る
賑
わ

い
ゾ
ー
ン
計
画
は
撤
回
し
、
過
大
な
も
の
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
指

摘
し
、見
直
し
を
求
め
ま
し
た
。
議
案
に
対
し
て
は
継
続
審
議
を
求
め
ま
し
た
。

　
　
文
化
庁
移
転
に
つ
い
て
、
文
化
で
京
都
や
全
国
を
元
気
に
す
る
と
言
い
な
が

ら
、
文
化
予
算
は
イ
ベ
ン
ト
頼
み
で
あ
り
、
文
化
庁
移
転
に
協
力
し
た
経
済
界

に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
も
の
と
指
摘
し
ま
し
た
。

一
、
市
民
の
声
に
耳
を
貸
さ
な
い
市
政
運
営

　
　
市
民
の
反
対
や
議
会
の
批
判
を
押
し
切
っ
て
、
市
美
術
館
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
契
約
を
京
セ
ラ
と
強
行
し
た
こ
と
を
批
判
し
た
の
に
対
し
、「
多
く
の
市

民
か
ら
賛
同
を
い
た
だ
い
た
」（
副
市
長
）
と
強
弁
し
、
公
有
財
産
へ
の
「
私

権
の
設
定
」
や
美
術
館
使
用
に
関
す
る
京
セ
ラ
の
特
典
が
法
や
条
例
に
違
反
す

る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
指
摘
に
理
事
者
は
「
そ
れ
が
美
術
館
の
魅
力
を
高
め

る
」「
法
律
に
書
い
て
な
い
か
ら
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
」
と
居
直
る

答
弁
に
終
始
し
ま
し
た
。
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
契
約
の
際
に
議
会
へ
の
報
告
に

と
ど
ま
ら
ず
議
決
案
件
と
す
べ
き
で
す
。

　
　
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
大
宮
交
通
公
園
敷
地
内
に
北
消
防
署
を
移
転
す
る

計
画
は
、
移
転
候
補
地
の
検
討
過
程
す
ら
市
民
や
地
域
住
民
に
ま
っ
た
く
示
さ

な
い
ま
ま
、「
公
園
と
一
体
と
な
っ
た
消
防
署
整
備
を
目
指
す
」
と
既
定
方
針

と
し
て
い
る
こ
と
は
重
大
で
あ
り
、
住
民
参
加
も
住
民
合
意
も
な
い
計
画
は
撤

回
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
　
公
契
約
条
例
の
賃
金
条
項
に
つ
い
て
、
全
国
で
広
が
る
先
行
事
例
に
も
学
び

賃
金
条
項
を
盛
り
込
む
よ
う
求
め
ま
し
た
が
拒
否
を
続
け
て
い
ま
す
。
同
時

に
、
公
契
約
に
お
け
る
市
内
業
者
へ
の
発
注
促
進
を
指
針
等
に
明
記
す
る
よ
う

改
善
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
な
る
改
善
と
賃
金
条
項
の
導
入
め
ざ
し
て
全
力

を
あ
げ
ま
す
。

　
　
ご
み
袋
有
料
化
に
伴
う
財
源
が
、
ご
み
処
理
以
外
の
他
局
の
事
業
に
流
用
さ

れ
、
環
境
フ
ァ
ン
ド
に
積
み
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
市
民
理
解
は
得
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
有
料
ご
み
袋
制
を
見
直
す
こ
と
、
ご
み
袋
代
を
引
き
下
げ
て
市
民

に
還
元
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
　
東
電
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
る
自
主
避
難
者
へ
の
市
営
住
宅
無
償
提
供
の

継
続
を
求
め
る
声
に
冷
た
く
背
を
向
け
て
い
ま
す
。
国
と
東
電
の
責
任
で
継
続

す
る
と
と
も
に
市
独
自
に
継
続
す
る
よ
う
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
本
市
の

「
原
発
事
故
対
策
の
手
引
き
」
に
お
い
て
「
日
常
生
活
の
放
射
線
は
安
全
」
が

こ
と
さ
ら
強
調
さ
れ
て
お
り
、
見
直
し
を
求
め
ま
し
た
が
、「
風
評
被
害
が
起

こ
る
」「
原
発
の
な
い
地
域
に
は
違
う
周
知
を
」（
副
市
長
）
と
、
新
た
な
安
全

神
話
を
振
り
ま
く
答
弁
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
　
大
型
店
出
店
に
よ
る
市
内
周
辺
地
域
に
お
け
る
中
小
ス
ー
パ
ー
の
閉
店
が
相

次
い
で
お
り
、
買
い
物
難
民
や
地
域
が
衰
退
し
て
い
る
実
態
を
示
し
、
洛
西
地

域
の
A
コ
ー
プ
撤
退
へ
の
対
策
を
求
め
ま
し
た
。

　
　
中
小
企
業
団
体
等
の
「
人
の
確
保
が
困
難
」
と
の
声
を
紹
介
し
、
中
小
企

業
、
小
規
模
事
業
者
支
援
の
強
化
を
求
め
、
各
区
役
所
に
地
域
の
中
小
企
業
と

一
緒
に
仕
事
起
こ
し
や
地
域
活
性
化
等
を
検
討
す
る
担
当
課
を
配
置
す
べ
き
、

と
求
め
ま
し
た
。

一
、�「
宿
泊
施
設
拡
充
・
誘
致
方
針
」
に
よ
る
、
ホ
テ
ル
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
、

違
法
「
民
泊
」
の
激
増

　
　「
宿
泊
施
設
拡
充
・
誘
致
方
針
」
が
市
内
に
ホ
テ
ル
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
を
引
き

起
こ
し
て
い
る
実
態
を
示
し
て
「
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
」
と
い
う
観
光

の
原
点
に
立
ち
戻
る
こ
と
、
中
小
の
旅
館
へ
の
支
援
を
求
め
ま
し
た
。
違
法
民

泊
が
激
増
し
て
市
民
生
活
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
実
態
を
示
し
て
対
策
を
求
め
ま

し
た
が
、「
衛
生
部
門
の
集
約
化
で
重
点
的
・
集
中
的
・
機
動
的
に
対
応
し
、

無
許
可
営
業
調
査
は
民
間
に
委
託
し
万
全
を
期
す
」（
副
市
長
）
と
し
、
国
の

「
民
泊
」
新
法
に
つ
い
て
「
違
法
民
泊
を
合
法
化
す
る
も
の
」
と
指
摘
し
ま
し

た
が
、「
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
運
営
で
き
る
よ
う
国
に
求
め
る
」（
市
長
）
と

の
答
弁
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
党
議
員
団
は
「
民
泊
」
問
題
の
解
決
と
相
談
の

た
め
に
、「
住
民
の
た
め
の
『
民
泊
』
対
応
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
、
市

内
に
と
ど
ま
ら
ず
全
国
か
ら
も
注
目
さ
れ
歓
迎
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
会
期
中
に
市
内
高
速
道
路
計
画
に
伴
う
建
設
費
用
の
一
部
と
し
て
負
担
し
て

き
た
出
資
金
1
1
3
億
円
の
返
還
を
事
実
上
放
棄
す
る
議
案
が
突
然
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
過
大
な
需
要
予
測
に
基
づ
い
た
高
速
道
路
計
画
の
破
た
ん
を
示
す
も

の
で
あ
り
、
財
政
危
機
を
強
調
し
な
が
ら
債
権
を
放
棄
す
る
も
の
と
し
て
、
議

案
は
継
続
審
議
を
主
張
し
ま
し
た
が
、
他
会
派
の
合
意
を
得
ら
れ
ず
反
対
し
ま

し
た
。

　
　
公
営
企
業
会
計
に
関
し
て
、
市
バ
ス
の
「
管
理
の
受
委
託
」
に
お
け
る
経
費

の
節
減
を
理
由
に
委
託
金
額
を
抑
え
る
こ
と
が
労
働
条
件
の
悪
化
や
市
バ
ス
事

故
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
市
バ
ス
一
日
乗
車
券

（
現
5
0
0
円
）
の
値
上
げ
計
画
の
撤
回
を
求
め
、
交
通
不
便
地
域
の
解
消
、

敬
老
乗
車
証
の
応
益
負
担
へ
の
改
悪
を
お
こ
な
わ
な
い
よ
う
強
く
求
め
ま
し

た
。

　
　
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
計
画
的
な
老
朽
管
取
替
と
耐
震
化
の
更
新
ス
ピ
ー
ド

を
上
げ
て
い
る
こ
と
は
評
価
し
つ
つ
、
疏
水
通
船
事
業
に
つ
い
て
安
全
管
理
の

徹
底
を
厳
し
く
指
摘
し
ま
し
た
。
公
営
企
業
全
体
と
し
て
消
費
税
の
適
用
除
外

を
国
に
求
め
る
よ
う
指
摘
し
ま
し
た
。

　
　
昨
年
の
臨
時
国
会
で
議
員
立
法
と
し
て
成
立
し
た
「
部
落
差
別
解
消
推
進

法
」
に
関
し
て
、
法
律
に
部
落
差
別
の
定
義
が
な
い
こ
と
を
理
事
者
も
認
め
ま

し
た
。
新
た
な
差
別
を
生
み
出
す
よ
う
な
恣
意
的
な
対
応
を
し
な
い
こ
と
、
国

が
自
治
体
に
実
態
調
査
や
啓
発
を
押
し
付
け
て
き
て
も
、
本
市
の
「
同
和
行
政

終
結
後
の
総
点
検
委
員
会
」
報
告
に
基
づ
き
毅
然
と
対
応
す
る
よ
う
求
め
、
理

事
者
も
「
毅
然
と
対
応
す
る
」
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
　
核
兵
器
禁
止
国
際
条
約
の
締
結
を
求
め
る
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」
に
市

長
自
ら
署
名
し
た
こ
と
を
評
価
し
、
具
体
的
な
行
動
を
求
め
ま
し
た
が
、「
独

自
の
取
り
組
み
は
必
要
な
い
」
と
否
定
し
ま
し
た
。

一
、
意
見
書
及
び
決
議
に
つ
い
て

　
　「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
熱
等
の
利
用
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書
」「
地
域

が
現
状
に
即
し
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
民
泊
運
営
ル
ー
ル
の
法
制
化
を
求

め
る
意
見
書
」「
無
料
公
衆
無
線
L
A
N
（W

i-F
i

）
環
境
の
整
備
促
進
を
求

め
る
意
見
書
」
に
は
党
議
員
団
も
賛
成
し
全
会
派
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

C
O
2
削
減
に
つ
な
が
ら
な
い
と
の
指
摘
も
あ
り
、
設
備
費
用
も
膨
ら
む
「
水

素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
促
進
を
求
め
る
意
見
書
」、
問
題
の
解
決
に
な
ら
な

い
「
ふ
る
さ
と
納
税
の
制
度
改
善
を
求
め
る
意
見
書
」
に
は
反
対
し
ま
し
た
。

　
　
党
議
員
団
は
、
民
進
党
議
員
団
と
共
同
で
「
い
わ
ゆ
る
共
謀
罪
法
案
の
白
紙

撤
回
を
求
め
る
意
見
書
」
を
提
出
し
、「
森
友
学
園
問
題
の
徹
底
究
明
を
求
め

る
意
見
書
」「
介
護
保
険
総
合
事
業
の
発
足
に
際
し
利
用
者
の
権
利
擁
護
と
事

業
者
へ
の
支
援
強
化
を
求
め
る
決
議
」
を
単
独
で
提
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
討
論
を

お
こ
な
い
、
わ
が
党
の
政
策
と
見
解
を
表
明
し
ま
し
た
。

一
、「
野
党
共
闘
」
と
日
本
共
産
党
の
躍
進
で
安
倍
暴
走
政
治
を
終
わ
ら
せ
よ
う

　
　
市
民
の
く
ら
し
と
福
祉
を
最
優
先
に
、
自
治
体
の
役
割
を
発
揮
す
る
京
都
市

を
め
ざ
し
て
奮
闘
し
ま
す
。
同
時
に
、
国
政
で
は
憲
法
改
正
、「
森
友
学
園
」

問
題
、
安
保
法
制
、
南
ス
ー
ダ
ン
か
ら
の
自
衛
隊
の
撤
退
、
共
謀
罪
法
案
の
提

出
な
ど
目
ま
ぐ
る
し
く
動
い
て
い
ま
す
。
政
局
次
第
で
衆
議
院
の
解
散
・
総
選

挙
が
早
ま
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
「
野
党
と
市
民
の
共
闘
」「
野

党
共
闘
」
の
勝
利
と
日
本
共
産
党
躍
進
を
か
ち
と
り
、
安
倍
政
治
を
終
わ
ら
せ

る
た
め
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。
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1818　　人の
市会議員から一言

団長　山中　 渡

副団長・幹事長　井坂 博文

下京区

北　区副団長　北山 ただお 山科区

　昨年12月に成立した「部落差別解消推進法」。内容
は「差別解消」の名で、部落差別の定義もないまま、
差別実態の調査を自治体に求めている。解放同盟など
が「差別だ」と言えば、同和対策事業や利権あさりの
復活になりかねない。京都市は市民・行政・議会の努
力で差別解消と特別対策を終結させてきた。その到達
点を後退させてはならない。局長は「指摘の通り、推
進法に対しては毅然と対応する」と言い切った。

　予算委員会で、公有地を規制緩和し、ホテル誘致を行
うなど、京都市が率先して「都市再生緊急整備地域」内
に大型開発を誘導していることを厳しく批判しました。

安全に対する投資は怠るな

　地下鉄烏丸線でポイント故障が発生、３万４千人に影
響が出ました。烏丸線の施設更新には今後も400億円以
上の費用が必要です。常任委員会で国庫補助を求めるよ
う質し、また、安全に対する投資を怠ることがないよう
強く求めました。

　今議会は公共交通に関する質疑が多かったですね。
バスの来ない地域にバスを、バスの本数をもっと増や
して、バス停の改善、民間バスにも支援を、学生定期
券を安く、地下鉄全駅にホーム柵を、等々どれをとっ
ても切実な願いです。
　「 １ 日乗車券」の値上げが計画されていて、撤回を
求めました。同時に新年度から、周辺部の民間バスに
対して、ベンチや上屋など必要な費用を支援すること
が実現しました。

市が率先して規制緩和、
大型開発を誘導

京都市
民間バス支援が実現

「部落差別解消推進法」 には
毅然と対応を

常任委員会トピックス

●
行
財
政
局

·  

京
都
市
債
権
管
理
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
︱

徴
収
強
化
に
つ
な
が
る
も
の
で
反
対

· 

京
都
市
職
員
力
・
組
織
力
向
上
プ
ラ
ン
２
ｎｄ

ス
テ
ー
ジ（
案
）の
策
定
に
つ
い
て

· 

陳
情「
別
徴
収
税
額
の
決
定
・
変
更
通
知
書

へ
の
個
人
番
号
記
載
の
中
止
等
」

●
総
合
企
画
局

· 

京
都
駅
東
南
部
エ
リ
ア
活
性
化
方
針（
案
）に

対
す
る
市
民
意
見
募
集
の
結
果
及
び
活
性
化

方
針（
改
定
案
）に
つ
い
て

· 

大
型
汎
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
オ
ー
プ
ン
化
事

業
検
討
委
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

· 

請
願「
学
費
・
奨
学
金
の
負
担
軽
減
と
若
者

の
雇
用
改
善
」
― 

審
議
未
了

●
産
業
観
光
局

· 「
第
三
期
京
都
市
伝
統
産
業
活
性
化
推
進
計

画
」最
終
案
に
つ
い
て

· 「
京
都
市
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
振
興
に
向
け
た
指

針
」最
終
案
に
つ
い
て

·
西
京
区
A
コ
ー
プ
閉
店
対
策
に
つ
い
て

●
所
管
局
な
し

· 

慰
安
婦
像（
少
女
像
）設
置
の
絶
対
反
対
・
拒

否
の
要
請

●
環
境
政
策
局

· 

京
都
市
環
境
教
育
・
学
習
基
本
指
針（
素
案
）

市
民
意
見
募
集
結
果
に
つ
い
て

· 

淀
橋
爪
地
域
の
汚
染
箇
所
の
地
歴
に
つ
い
て

· 

水
垂
処
分
地
大
規
模
太
陽
光
発
電
所（
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
）の
収
入
と
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

· 

関
電
の
大
型
ク
レ
ー
ン
車
事
故
問
題
に
つ
い

て
●
文
化
市
民
局

· 「『
真
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進

計
画
』
改
訂
版
」（
案
）に
つ
い
て

· 

平
成
２₈
年
度
自
治
会
・
町
内
会
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
、
民
泊
問
題
に
つ
い
て

· 

陳
情
審
査
　「
二
条
城
駐
車
場
の
適
切
な
運

用
の
た
め
の
統
計
等
の
活
用
」

· 

陳
情
審
査「
京
都
市
交
響
楽
団
に
関
す
る
現

況
と
将
来
方
針
の
報
告
」

· 

陳
情
審
査「
美
術
館
命
名
権
売
却
の
中
止
と

市
長
へ
の
再
考
の
促
し
」

· 

市
民
ア
ト
リ
エ
の
元
白
川
小
で
の
継
続
を

· 

美
術
館
の
代
替
施
設
の
設
置
に
つ
い
て

· 

京
都
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
図
書
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て

●
保
健
福
祉
局

· 

ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
と
中
央
保
護
所
の
あ
り
方

に
つ
い
て

· 
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
料
減
額
に

つ
い
て

· 
手
話
言
語
条
例
推
進
方
針
に
つ
い
て

· 

子
ど
も
の
貧
困
対
策
計
画
は
、
具
体
的
に
改

善
す
る
実
効
あ
る
も
の
に

· 

市
営
保
育
所
の
役
割
、
公
立
・
民
間
保
育
園

設
置
運
営
に
お
け
る
国
・
市
・
民
間
法
人
の

費
用
負
担
に
つ
い
て

· 

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
交
付
金
の
創
設
を

· 

児
童
養
護
施
設
・
里
親
に
措
置
さ
れ
て
い
る

２０
歳
以
上
の
支
援
拡
充
を

· 

介
護
予
防
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
質
の

確
保
に
つ
い
て

· 「
民
泊
」新
法
と
京
都
市
の
対
応
に
つ
い
て

·
西
京
区
A
コ
ー
プ
閉
店
対
策
と
買
物
支
援

●
教
育
委
員
会

· 

少
人
数
学
級
の
計
画
的
推
進
を

· 

教
育
費
・
遠
距
離
通
学
費
の
保
護
者
負
担
軽

減
を

· 

中
学
生
の
食
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
う
べ
き

· 

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

· 

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
全
校
配

置
、
処
遇
改
善
を

· 

子
ど
も
の
貧
困
対
策
、
学
習
支
援
に
つ
い
て

●
都
市
計
画
局

· 

建
築
基
準
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

· 

地
区
計
画
区
域
内
の
建
築
物
等
の
制
限
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

·  （
報
告
）「
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
な
か
戦
略
」

こ
れ
ま
で
の
取
組
状
況
に
つ
い
て

· 

京
町
家
の
保
全
・
活
用
、
J
R
桃
山
駅
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
・
ト
イ
レ
の
改
修
を

· 

左
京
区
の
ペ
ッ
ト
霊
園
は
違
法
で
あ
り
、
撤

去
を
指
導
す
べ
き

· 

高
速
道
路
未
着
工
３
路
線
の
廃
止
手
続
き
に

つ
い
て

· 

洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
の
A
コ
ー
プ
閉
店
対

策
に
つ
い
て

●
建
設
局

· 

緑
化
・
公
園
管
理
基
金
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

· 

京
都
高
速
道
路
の
京
都
市
へ
の
移
管
等
に
関

わ
る
三
つ
の
議
案
に
つ
い
て

· 

小
栗
栖
排
水
機
場
周
辺
浸
水
被
害
の
損
害
賠

償
に
関
わ
る
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て
、
訴
訟

上
の
和
解
に
つ
い
て

· 

上
鳥
羽
土
地
区
画
整
理
事
業
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て

· 

大
宮
交
通
公
園
の
あ
り
方
に
つ
い
て

●
交
通
局

· （
報
告
）地
下
鉄
烏
丸
線
ポ
イ
ン
ト
故
障
に
つ

い
て

· （
報
告
）市
バ
ス
と
ト
ラ
ッ
ク
接
触
事
故
に
つ

い
て

·
１
日
乗
車
券
の
値
上
げ
に
つ
い
て

· 

地
下
鉄
ポ
イ
ン
ト
故
障
に
つ
い
て

●
上
下
水
道
局

· （
報
告
）鴨
川
運
河
左
岸
の
歩
道
舗
装
工
事
に

つ
い
て

· （
報
告
）水
道
及
び
下
水
道
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
基
本
計
画（
案
）に
つ
い
て

· 

京
都
駅
東
南
部
エ
リ
ア
活
性
化
方
針
改
訂
版

に
お
け
る
上
下
水
道
局
庁
舎
活
用
に
つ
い
て

●
消
防
局

· 

消
防
車
両
に
お
け
る
火
災
現
場
到
着
時
間
に

つ
い
て

経
済
総
務
委
員
会

︵
₂
₀
₁
₇
年
₃
月
₁₆
日
︶

く
ら
し
環
境
委
員
会

︵
₂
₀
₁
₇
年
₃
月
₁₇
日
︶

教
育
福
祉
委
員
会

︵
₂
₀
₁
₇
年
₃
月
₁₆
日
︶

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

︵
₂
₀
₁
₇
年
₃
月
₁₆
日
︶

交
通
水
道
消
防
委
員
会

︵
₂
₀
₁
₇
年
₃
月
₁₇
日
︶
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18人の市会議員から一言

井上 けんじ 南　区 赤阪　 仁 伏見区くらた 共子 上京区

加藤 あい 左京区河合 ようこ 西京区

玉本 なるみ 北　区

西野 さち子 伏見区西村 よしみ 右京区

　市内中心部や観光地の近くでは、違法民泊や許可さ
れた簡易宿所の急増で、平穏だった市民生活に大きな
被害が出ています。特に違法民泊は許せません。京都
市の調査ではつかめたうちの７％しか許可施設が無い
現状ですから、違法民泊は野放し状態です。
　ところが安倍内閣は規制緩和をして、住居専用地域
や市街化調整区域にも拡大し、許可制から届出制に変
えようとしています。これでは被害は更に広がります。
規制緩和ではなく、規制強化をすべきです。

　洛西・新林センターのスーパーＡコープが 3 月末に閉
店という報に驚きと困惑、「無くなったら困る」の声。店
長さんに「わしに死ね言うんか」と嘆かれた方もあった
ほど、身近な店の閉店は死活問題です。買い物客の声を
聞き、市や家主であるＪＡ全農京都に対策・支援の要請
に行きました。議会では「市の責任で対策を」と求めま
した。「何とかせなあかん！」と新林の住民有志が取り組
まれた署名は、短期間に1000筆を超える程、切実な願
いです。買い物に困る人がないよう引き続き頑張ります。

　京都市「子どもの生活状況等に関する調査」で水道料
金などの未払い経験が「ある」と答えた世帯が、貧困線以
下所得の世帯では一般世帯の３倍以上となりました。
　私は、水道局に滞納の背景に困窮・貧困があることの認
識を質しました。当局は「営業で接触もし…貧困が背景に
あるということは認識している」と答えました。徴収は民
間も行っていますが、滞納世帯への福祉事務所紹介87件
はすべてが直営の対応でした。直営での福祉連携を進め、
福祉減免制度を創設することが行政の責務です。

　「財政危機」連発の一方で、中央市場賑わい施設へ
の横断歩道橋や、油小路通地下トンネル計画などムダ
遣い推進、113億円もの債権放棄等とかけて何と解
く。心は、「危機」は福祉後退の単なる口実。「危機」
だからやむなく民営化のハズが、これを自慢とはこ
れ如何に。心は、自治体業務の民営化・民間化は、そ
れ自体、方針化。大企業が活動しやすい国づくり、京
都市づくりへ。「住民福祉向上」との自治体の精神は、
京都市の場合、どこへ行く。

　桃薗学区住民説明会で住民代表者が、「参加者の質
問や意見を聞いて問題の本質がよく理解できた。財政
難を理由に消防出張所を廃止するのはおかしい」と発
言されたことは重要です。
　119番通報着信から現場到着時間平均５分16秒（平
成28年市街地建物火災）。木造住宅密集地の「大宮消
防出張所を廃止しても、今２分以内が３分以内到着
に」と延焼拡大を認める当局答弁は重大です。

　「兄弟姉妹別々の保育園になりそう！！！」という
叫びの声を何人かの方からお聞きしました。待機児童
ゼロ（国基準）と市長は自慢しますが、実態は違いま
す。２か所の保育園への送迎を余儀なくされた方のご
苦労を思うと、とても辛くなります。
　子育て世代を応援する市政であるために、保育の充
実や子どもの医療費の助成制度の拡充、全員制の中学
校給食、奨学金の創設など、市民の皆さんと運動を進
め、一刻も早く実現させるため頑張ります。

　京都市は観光振興に力を入れていますが、市内では
違法民泊が横行しています。右京区の御室では、住民
しか通らない場所に民泊が出来、防犯、防火など生活
が脅かされて問題となっています。市内どこでも問題
を抱える違法民泊は止めさせるべきです。国は規制緩
和で拡大の方向ですが、認められません。
　２月市会では、予算特別委員会副委員長として運営
にあたりました。これも京都市会第２党の会派として
の役割発揮です。

　門川市長は、厳しい財政と言いながら、京都市政を
株式会社のように金もうけのための市政にしようとし
ている。600億円予算削減するために職員削減や学校
統廃合の跡地をホテル用地に貸し出す。文化首都と言
いつつ、世界遺産の下鴨神社、二条城の景観を破壊す
る。京都市美術館の整備として、特定企業の名前を付
け、市民アトリエを追い出して、宴会場や特別展示会
などの特権を与える。市民の命とくらしを守る市政を
取り戻すために全力を挙げます。

子育て世代を全力で
応援する政治の実現を！

違法民泊は
止めさせるべき

大型事業推進と公務の
民間化へ大きく踏み出す

市政リストラによる大宮消防
出張所廃止は許せません！

株式会社のような金儲け主義から
市民のための市政を取り戻す

違法民泊の根絶が
必要です

滞納の背景に貧困。セーフティ
ネット強化は行政の責務

買い物に困る人を
つくらせない
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18人の市会議員から一言

ひぐち 英明 左京区平井 良人 中京区

山本 陽子 山科区

山田 こうじ 右京区やまね 智史 伏見区

森田 ゆみ子 南 区 ほり 信子 右京区

　二度目の代表質問をさせていただきました。子ども
の貧困や、敬老乗車証の存続、交通不便地域での公共
交通の充実など、市民の皆さんの切実な実態や願い
を、生の声をいくつも取り上げて訴えました。議場で
は、他会派から野次がとびかいましたが、それは深刻
な実態に目を背けたいという現れではないでしょうか。
　真摯に、市民と向き合う事が京都市政に求められて
います。引き続き新年度も、市民の皆さんの声を大切
にして頑張ります！

　全国で、アベノミクスによる格差の拡大、子どもや
高齢者の貧困問題、働き方改革、自衛隊の海外派兵な
どなど、国民の不安が広がっています。
　私は京都市会議員として市民が文化的に、笑って快
適にくらせるために、ごみや環境問題、スポーツや芸
術を担当し、市会で取り上げてきました。新年度の担
当はまちづくり委員会です。みなさんが日々の生活を
安心してくらせるまちづくりのために、学習し調査し
て住民の要求実現にむけ頑張ります。

　２月市会は予算市会。京都市民の税金が、いのちと
くらし、福祉の増進のために使われるよう審議しまし
た。私は、「教職員のはたらき方を変えたい」、そのた
めにも、一クラスの人数を減らすこと、小学校３年生
の35人学級を求めました。
　「教育条件の改善を求める請願」も提出されました
が、不採択となり、請願者の思いも込めて、不採択に
反対する討論を行いました。市会議員の活動も２年を
終えることになります。新たな気持ちで邁進します。

　京都市の職員削減で消防出張所の廃止と救急隊への
置き換えにより、消防職員の削減が急速に進もうとし
ています。市長総括質疑の中でも副市長は、消防職員
の削減に対して ｢職員数は多いほうが安全｣ としつつ
も、｢現状でなんら支障は出ていない｣ と職員削減を
肯定しましたが、あきらかに消防力の低下は免れない
といわざるを得ない状況です。
　糸魚川市の大火の際、職員数は国基準を満たしてい
ましたが、市民の安全を守ることが京都市の仕事です。

　ブラックな働き方が大きな社会問題です。本市がで
きる働き方改革は、公契約に携わる労働者の賃金の引
き上げです。設計労務単価がこの間大きく引き上げら
れているのは、現場の賃金水準が余りにも低いことが
建設業界として大問題で、賃金を引き上げる必要があ
るという国の政策判断です。
　京都市の設計労務単価は４年間で26.9％上昇して
いますが、現場では僅か4.8％。市長総括質疑で「公
契約基本条例」に賃金条項を設けることを求めました。

　予算特別委・局別質疑では、昨年に続きLDA京都
（生きやすい京都をつくる全世代行動）のみなさんが
取り組まれたアンケート結果を紹介し、「京都市独自
の給付型奨学金」「ブラック企業根絶」を求めました。
　「ブラックバイト対策協議会（労働局・京都府・市）」
が学生アルバイトの実態調査や大学での労働法セミナ
ーに乗り出すなど、若いみなさんの声が行政を動かし
ています。全会派を回られた行動力にもパワーをいた
だきました。引き続き、力を合わせがんばります！

　斎場は誰もがいつかはお世話になる施設です。京都
市斎場の改修工事が行われていますが、この費用を

「受益者負担」といって火葬料に上乗せするというの
ですから許せません。
　ご遺体を荼

だ び

毘に付すことを「受益」、つまり本人の
「利益」ととらえる感覚は、自治体本来のあり方とは
相いれません。「安心して死ぬことすらできない」―
福祉切り捨ての冷たい市政を象徴しています。

若いみなさんの声が
行政を動かしている

消防職員の削減は
消防力の低下に

働き方改革は
待ったなし

荼
だ び

毘に付すことを
「受益」 とは…

切実な声や願いこそ
相手の胸に響く！

「教育条件の改善を求める
請願」の採択を求めて討論

みなさんの要求かなう
まちづくりに挑戦！［申し入れ］  京都市の民泊対応に対する緊急申し入

れ（2017/04/10）
［団長見解］  2017年度京都市予算案の発表にあた

って（2017/02/15）
［申し入れ］  大雪被害に対する申し入れ 

（2017/01/20）

住民のための「民泊」対応ハンドブック
 （2017年 3 月発行）

新着情報（見解・声明など）New

発 行 物New

全文は、市議団ホームページをご覧ください。
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科
書
出
版
社
▼

こ
と
さ
よ
う
に
、「
自
主

規
制
」
や
「
忖そ
ん
た
く度

」
が
ま

す
ま
す
広
が
り
は
し
な
い

か
、
そ
の
先
に
は
言
論
の

自
由
を
奪
う
統
制
が
来
る

の
で
は
な
い
か
、
閣
議
決

定
さ
れ
た｢

共
謀
罪｣
法

案
が
待
ち
構
え
て
い
る
、

危
惧
が
広
が
り
ま
す
▼
市

民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
と

も
に
議
論
す
る
市
政
が
求

め
ら
れ
ま
す
。（

木
子
智
夫
）

新しい委員会の所属が決まりました。 （◎委員長　○副委員長）
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